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平成 28年 8月，中央教育審議会教育課程部会は，次期学習指導要領改訂の基本的な方向性について

「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ」（以下「審議のまとめ」という。）にまとめ

られ，同 12月に「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び

必要な方策等について（答申）（2016）（以下「答申」という）」が出されました。それらの中で，次

期学習指導要領について，子供たちの現状と課題を踏まえつつ，人間が学ぶことの本質的な意義や強み

を改めて捉え直し，「何を学ぶか」という指導内容の見直しに留まらず，「どのように学ぶか」「何が

できるようになるか」までを見据えて改善を図る方向性が示されました。 

 

また，「何ができるようになるか」という観点から整理された育成を目指す資質・能力（以下「三つ

の柱」という。）をバランスよく育むためには，「何を学ぶか」という指導内容の見直しとともに，そ

れらを「どのように学ぶか」という子供たちの具体的な学びの姿について「主体的・対話的で深い学び

（「アクティブ・ラーニング」）の視点からの見直しが欠かせないものとしています。 

全ての教科等や諸課題に関する資質・能力に共通し，それらを高めていくために重要となる要素につ

いて，育成を目指す資質・能力は「三つの柱」として整理され，「答申」において以下のように示され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

  この「答申」を踏まえ，文部科学省は，平成 29年３月 31 日に幼小中の学習指導要領等の改訂告示を 

公示し，また平成 30年３月 31日に高等学校の学習指導要領等の改訂告示を公示しました。いよいよ 

新しい学習指導要領が議論から改訂，そして実施へと進むことになります。 

   

  私たちは，平成 28年度・29 年度の２年間，数学科におけるこれからの授業改善について研究を進め 

てきました。本研究では，資質・能力の「三つの柱」を総合的に育むことを目指し，「どのように学ぶ 

か」という生徒たちの具体的な学びの姿について「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改 

善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善）の考え方，また，授業をより充実したものにし 

ていくために，「生徒たちにどういった力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉える学習評価 

の考え方について示し，その成果をガイドブックにまとめました。その後，平成 30年７月には，「高 

等学校学習指導要領解説 数学編 理数編」が出るなど，状況も変化しております。そこで，この度， 

新たな知見による修正や補強を行い，より確かな内容としていくことを目指して「授業づくりガイドブ 

ック」の改訂版を作成することといたしました。 

 

本改訂版ガイドブックにより，新学習指導要領への移行がスムーズに図られるとともに，今後の授業

実践が生徒たちにとっても，教員にとっても有意義なものになるよう活用していただけましたら幸い

です。 

はじめに 

①「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」 

②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判 

断力・表現力等」の育成）」 

③「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそう 

うとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」 
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 １ 育成を目指す資質・能力  

（１）育成を目指す資質・能力の三つの柱 

 全ての教科等や諸課題に関する資質・能力に共通し，それらを高めていくために重要となる要素に

ついて，育成を目指す資質・能力の三つの柱として整理され，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」において，以下のよ

うに示されました。 

 

 

 

 

 

 

 「答申」では，それぞれの内容や留意点について，次のように述べています。 

 

①「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」 

〇各教科等において習得する知識や技能であるが，個別の事実的な知識のみを指すのではなく，そ

れらが相互に関連付けられ，さらに社会の中で生きて働く知識となるものを含むものである。 

  〇知識や技能は，思考・判断・表現を通じて習得されたり，その過程で活用されたりするものであ 

り，また，社会との関わりや人生の見通しの基盤ともなる。このように，資質・能力の三つの柱 

は相互に関係し合いながら育成されるものであり，資質・能力の育成は知識の質や量に支えられ 

ていることに留意が必要である。 

②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現 

力等」の育成）」 

〇将来の予測が困難な社会でも，未来を切り開いていくために必要な思考力・判断力・表現力であ

る。思考・判断・表現の過程には，大きく分類して以下の三つがあると考えられる。 

・物事の中から問題を見いだし，その問題を定義し解決の方向性を決定し，解決方法を探して計画を 

立て，結果を予測しながら実行し，振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程。 

・精査した情報を基に自分の考えを形成し，文章や発話によって表現したり，目的や場面，状況等に 

応じて互いの考えを適切に伝え合い，多様な考えを理解したり，集団としての考えを形成したりし 

ていく過程。 

・思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく過程。 

③「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学 

びに向かう力・人間性等」の涵養）」 

 ○前述の①及び②の資質・能力を，どのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要素であ 

り，以下のような情意や態度等に関わるものが含まれる。こうした情意や態度等を育んでいくため 

には，体験活動も含め，社会や世界との関わりの中で，学んだことの意義を実感できるような学習 

活動を充実させていくことが重要となる。 

・主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や，自己の感情や行動を統制する能力，自ら 

の思考の過程等を客観的に捉える力など，いわゆる「メタ認知」に関するもの。 

・多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力，持続可能な社会づくりに向けた態度， 

リーダーシップやチームワーク，感性，優しさや思いやりなど，人間性等に関するもの。 

①「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得）」 

②「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表

現力等」の育成）」 

③「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとする「学

びに向かう力・人間性等」の涵養）」 

 

Ⅰ 育成を目指す資質・能力   「何ができるようになるか」 

－３－ 



（２）数学科において育成を目指す資質・能力 

「答申」では，数学科において育成を目指す資質・能力を，「知識・技能」，「思考力・判断力・

表現力等」，「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って整理を行いました。数学的な見方・

考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を，【表１】にまとめました。 

 

【表１】数学科において育成を目指す資質・能力（「答申 別添資料４－１」より抜粋） 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

高

等

学

校 

・

数

学 

●数学における基本的な

概念や原理・法則の体系

的理解 

●事象を数学化したり，数

学的に解釈・表現したり

する技能 

●数学的な問題解決に必

要な知識 

 

 

●事象を数学的に考察する力 

●既習の内容を基にして問題を解

決し，思考の過程を振り返って

その本質や他の事象との関係を

認識し，統合的・発展的に考察す

る力 

●数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力 

 

 

●数学的に考えることのよさ，数学の用語や記

号のよさ，数学的な処理のよさ，数学の実用

性などを認識し，事象の考察や問題の解決に

数学を積極的に活用して，数学的根拠に基づ

いて判断する態度 

●問題解決などにおいて，粘り強く，柔軟に考

え，その過程を振り返り，考察を深めたり評

価・改善したりする態度 

●多様な考えを生かし，よりよく問題解決する

態度 

中

学

校 

・

数

学 

●数量や図形などに関す

る基礎的・基本的な概念

や原理・法則の理解 

●事象を数学化したり，数

学的に解釈・表現したり

する技能 

●数学的な問題解決に必

要な知識 

●日常の事象を数理的に捉え，数

学を活用して論理的に考察する力 

●既習の内容を基にして，数量や

図形などの性質を見いだし，統

合的・発展的に考察する力 

●数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力 

 

●数学的に考えることのよさ，数学的な処理のよ

さ，数学の実用性などを実感し，様々な事象の

考察や問題の解決に数学を活用する態度 

●問題解決などにおいて，粘り強く考え，その

過程を振り返り，考察を深めたり評価・改善

したりする態度 

●多様な考えを認め，よりよく問題解決する態度 

 

小

学

校 

・

算

数 

●数量や図形などについ

ての基礎的・基本的な概

念や性質などの理解 

●日常の事象を数理的に

処理する技能 

●数学的な問題解決に必

要な知識 

 

 

 

 

●日常事象を数理的に捉え，見通し

をもち筋道を立てて考察する力 

●基礎的・基本的な数量や図形の

性質や計算の仕方を見いだし，

既習の内容と結びつけ統合的に

考えたり，そのことを基に発展

的に考えたりする力 

●数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表したり，目的

に応じて柔軟に表したりする力 

 

●数量や図形についての感覚を豊かにすると

ともに，数学的に考えることや数理的な処理

のよさに気付き，算数の学習を進んで生活や

学習に活用しようとする態度 

●数学的に表現・処理したことを振り返り，批

判的に検討しようとする態度 

●問題解決などにおいて，よりよいものを求め

続けようとし，抽象的に表現されたことを具

体的に表現しようとしたり，表現されたこと

をより一般的に表現しようとしたりするな

ど，多面的に考えようとする態度 
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（３）数学科において育成を目指す資質・能力と教科目標 

  今回の改訂では，数学科の目標が，(1)知識及び技能，(2)思考力，判断力，表現力等，(3)学びに 

 向かう力，人間性等の三つの柱に基づいて示されました。また，数学的に考える資質・能力全体を「数 

学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して」育成することを柱書としています。 

中学校数学科の目標と各学年の目標を【表２】にまとめました。 

【表２】中学校数学 教科目標と学年の目標（「中学校学習指導要領解説 数学編」2017を整理） 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

教科目標  

 

 

(1)数量や図形などについての基

礎的な概念や原理・法則などを理

解するとともに，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，数学

的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

 

 

 

(2)数学を活用して事象を論理的に考察す

る力，数量や図形などの性質を見いだし統

合的・発展的に考察する力，数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現す

る力を養う。 

 

 

 

(3)数学的活動の楽しさや数学

のよさを実感して粘り強く考

え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程

を振り返って評価・改善しよう

とする態度を養う。 

第１学年 (1)正の数と負の数，文字を用い

た式と一元一次方程式，平面図形

と空間図形，比例と反比例，デー

タの分析と確率などについての

基礎的な概念や原理・法則などを

理解するとともに，事象を数理的

に捉えたり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

(2)数の範囲を拡張し，数の性質や計算に

ついて考察したり，文字を用いて数量の関

係や法則などを考察したりする力，図形の

構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性

質や関係を直観的に捉え論理的に考察す

る力，数量の変化や対応に着目して関数関

係を見いだし，その特徴を表，式，グラフ

などで考察する力，データの分布に着目

し，その傾向を読み取り批判的に考察して

判断したり，不確定な事象の起こりやすさ

について考察したりする力を養う。 

(3)数学的活動の楽しさや数学

のよさに気付いて粘り強く考

え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程

を振り返って検討しようとする

態度，多面的に捉え考えようと

する態度を養う。 

第２学年 (1)文字を用いた式と連立二元一

次方程式，平面図形と数学的な推

論，一次関数，データの分布と確

率などについての基礎的な概念

や原理・法則などを理解するとと

もに，事象を数学化したり，数学

的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付け

るようにする。 

(2)文字を用いて数量の関係や法則などを

考察する力，数学的な推論の過程に着目

し，図形の性質や関係を論理的に考察し表

現する力，関数関係に着目し，その特徴を

表，式，グラフを相互に関連付けて考察す

る力，複数の集団のデータの分布に着目

し，その傾向を比較して読み取り批判的に

考察して判断したり，不確定な事象の起こ

りやすさについて考察したりする力を養

う。 

(3)数学的活動の楽しさや数学

のよさを実感して粘り強く考

え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程

を振り返って評価・改善しよう

とする態度，多様な考えを認め，

よりよく問題解決しようとする

態度を養う。 

第３学年 (1)数の平方根，多項式と二次方

程式，図形の相似，円周角と中心

角の関係，三平方の定理，関数ｙ

＝ａｘ２，標本調査などについて

の基礎的な概念や原理・法則など

を理解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。 

(2)数の範囲に着目し，数の性質や計算に

ついて考察したり，文字を用いて数量の関

係や法則などを考察したりする力，図形の

構成要素の関係に着目し，図形の性質や計

量について論理的に考察し表現する力，関

数関係に着目し，その特徴を表，式，グラ

フを相互に関連付けて考察する力，標本と

母集団の関係に着目し，母集団の傾向を推

定し判断したり，調査の方法や結果を批判

的に考察したりする力を養う。 

(3)数学的活動の楽しさや数学

のよさを実感して粘り強く考

え，数学を生活や学習に生かそ

うとする態度，問題解決の過程

を振り返って評価・改善しよう

とする態度，多様な考えを認め，

よりよく問題解決しようとする

態度を養う。 

 

 

 

 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して， 

数学的に考える資質・能力を次のように育成することを目指す。 

具体的な内容レベル 
（目標前半に，具体的な内容

で示されています。） 

４つの領域レベル 
（数と式，図形，関数，データの活用
の４領域ごとに示されています。） 

学年のレベル 
（内容の系統と生徒の発達段

階に応じたもの） 
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高等学校数学科の目標と各科目の目標を【表３】にまとめました。 

【表３】高等学校数学 教科目標と科目の目標（「高等学校学習指導要領解説 数学編」2018を整理） 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

教科目標  

 

 

(1)数学における基礎的な概念や

原理・法則を体系的に理解すると

ともに，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付

けるようにする。 

 

 

 

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する

力，事象の本質や他の事象との関係を認識し

統合的・発展的に考察する力，数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する

力を養う。 

 

 

 

(3)数学のよさを認識し積極的

に数学を活用しようとする態

度，粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返っ

て考察を深めたり，評価・改善し

たりしようとする態度や創造性

の基礎を養う。 

数学Ⅰ (1)数と式，図形と計量，二次関

数及びデータの分析についての

基礎的な概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに，事象を数

学化したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理したりす

る技能を身に付けるようにする。 

(2)命題の条件や結論に着目し，数や式を多

面的にみたり目的に応じて適切に変形した

りする力，図形の構成要素間の関係に着目

し，図形の性質や計量について論理的に考察

し表現する力，関数関係に着目し，事象を的

確に表現してその特徴を表，式，グラフを相

互に関連付けて考察する力，社会の事象など

から設定した問題について，データの散らば

りや変量間の関係などに着目し，適切な手法

を選択して分析を行い，問題を解決したり，

解決の過程や結果を批判的に考察し判断し

たりする力を養う。 

(3)数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り強

く考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度，問題解決

の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようと

する態度や創造性の基礎を養

う。 

数学Ⅱ (1)いろいろな式，図形と方程式，

指数関数・対数関数，三角関数及

び微分・積分の考えについての基

本的な概念や原理・法則を体系的

に理解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。 

(2)数の範囲や式の性質に着目し，等式や不

等式が成り立つことなどについて論理的に

考察する力，座標平面上の図形について構成

要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形

を簡潔・明瞭・的確に表現したり，図形の性

質を論理的に考察したりする力，関数関係に

着目し，事象を的確に表現してその特徴を数

学的に考察する力，関数の局所的な変化に着

目し，事象を数学的に考察したり，問題解決

の過程や結果を振り返って統合的・発展的に

考察したりする力を養う。 

(3)数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問

題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基礎

を養う。 

数学Ⅲ (1)極限，微分法及び積分法につ

いての概念や原理・法則を体系的

に理解するとともに，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。 

(2)数列や関数の値の変化に着目し，極限に

ついて考察したり，関数関係をより深く捉え

て事象を的確に表現し，数学的に考察したり

する力，いろいろな関数の局所的な性質や大

域的な性質に着目し，事象を数学的に考察し

たり，問題解決の過程や結果を振り返って統

合的・発展的に考察したりする力を養う。 

(3)数学のよさを認識し積極的

に数学を活用しようとする態

度，粘り強く柔軟に考え数学的

論拠に基づいて判断しようとす

る態度，問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり，評価・改

善したりしようとする態度や創

造性の基礎を養う。 

数学Ａ (1)図形の性質，場合の数と確率

についての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解するととも

に，数学と人間の活動の関係につ

いて認識を深め，事象を数学化し

たり，数学的に解釈したり，数学

的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

(2)図形の構成要素間の関係などに着目し，

図形の性質を見いだし，論理的に考察する

力，不確実な事象に着目し，確率の性質など

に基づいて事象の起こりやすさを判断する

力，数学と人間の活動との関わりに着目し，

事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察

する力を養う。 

(3)数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り強

く考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度，問題解決

の過程を振り返って考察を深め

たり，評価・改善したりしようと

する態度や創造性の基礎を養

う。 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して， 

数学的に考える資質・能力を次のように育成することを目指す。 

－６－ 



 「数学的な見方・考え方」は，数学の学習において，どのような視点で物事を捉え，どのような考

え方で思考していくのかという，物事の特徴や本質を捉える視点や，思考の進め方や方向性を意味

することと考えられる。 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

数学Ｂ (1)数列，統計的な推測について

の基本的な概念や原理・法則を体

系的に理解するとともに，数学と

社会生活の関わりについて認識

を深め，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身に付

けるようにする。 

(2)離散的な変化の規則性に着目し，事象を

数学的に表現し考察する力，確率分布や標本

分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し

判断したり，標本調査の方法や結果を批判的

に考察したりする力，日常の事象や社会の事

象を数学化し，問題を解決したり，解決の過

程や結果を振り返って考察したりする力を

養う。 

(3)数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問

題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基礎

を養う。 

数学Ｃ (1)べクトル，平面上の曲線と複

素数平面についての基本的な概

念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学的な表現の工夫

について認識を深め，事象を数学

化したり，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにする。 

(2)大きさと向きをもった量に着目し，演算

法則やその図形的な意味を考察する力，図形

や図形の構造に着目し，それらの性質を統合

的・発展的に考察する力，数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を

養う。 

(3)数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基づ

いて判断しようとする態度，問

題解決の過程を振り返って考察

を深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基礎

を養う。 

 

（４）数学科における「見方・考え方」 

「答申」には，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」が示されています。「見方・考え方」とは， 

「どのような視点で物事を捉え，どのように思考していくのか，という，物事を捉える視点や考え方」  

であり，算数科・数学科においては次のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  現行学習指導要領では，評価の第２観点である「数学的な見方や考え方」は「思考力・判断力・表現 

力」として位置付けられていますが，「数学的な見方・考え方は資質・能力の三つの柱の全てに働くも 

の」として示されているため，現行の「数学的な見方や考え方」と混同しないように捉え直す必要があ 

ります。 

「中学校学習指導要領解説 数学編」（以下「中学校解説」）には，「数学的な見方・考え方」につ 

いて次のように示されています。 

 

 

 

 

「数学的な見方・考え方」は，「算数・数学ワーキンググループ」において「数学的な見方」と「数 

学的な考え方」をもとに再整理されたものです。数学的な見方・考え方をどのように捉えるか，という 

点について，山梨大学准教授の清水宏幸氏（算数・数学ワーキンググループ委員）は「学習指導要領の 

改訂のポイント中学校数学」（明治図書）の中で次のように述べています。 

－７－ 

算数科・数学科の学習においては，「数学的な見方・考え方」を働かせながら，知識・技能を習得

したり，習得した知識・技能を活用して探究したりすることにより，生きて働く知識となり，技能の

習熟・熟達にもつながるとともに，より広い領域や複雑な事象を基に思考・判断・表現できる力が育

成される。このような学習を通じて，「数学的な見方・考え方」が更に豊かで確かなものとなってい

くと考えられる。 

また，算数科・数学科において育成を目指す「学びに向かう力・人間性等」についても，「数学的

な見方・考え方」を通して社会や世界にどのように関わっていくかが大きく作用しており，「数学的

な見方・考え方」は資質・能力の三つの柱である「知識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「学

びに向かう力・人間性等」の全てに働くものである。            ※下線は筆者による 



 発展的に考えるとは，数学を既成のものとみなしたり，固定的で確定的なものとみなしたりせず，

新たな概念，原理・法則などを創造しようとすること 

 既習のものと新しく生み出したものとを包括的に扱えるように意味を規定したり，処理の仕方をま

とめたりすることが統合的に考えること 

 「数学的な見方・考え方」とはどのようなものなのかを捉えようとすると，「･･･の見方」「･･･の考

え方」と細分化してみたくなる。しかし，算数・数学科の学習内容と関連付け，数学的活動を重視し

た問題解決の場面で，教師も児童生徒も具体的なアイデアや方法を意識して問題の解決に取り組んで

いくことが大切である。すなわち，数学的な見方・考え方は，具体的な問題解決の過程に現れると考

えられ，その解決の際に，その人のもっている数学の知識，技能や問題解決能力，人間性と相まって

現れてくるのである。よって，数学的な見方・考え方は，一般的な思考過程の型として存在するもの

ではなく，子供によって千差万別であるため，授業の中で子供が問題解決するときに使った考え方を

教師が見取り，価値付けていくことが重要となる。そして，次の問題解決のときにもその考え方をよ

りよく使えるようにしていくことが大切になってくる。                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つまり，数学的な見方・考え方は，一般的な思考過程の型として捉えられ形式的に扱われるものでは 

なく，学習のプロセスに着目しないと顕在化してこない，ということとなります。【表４】に今回の改訂 

で学習指導要領に再整理された「数学的な見方・考え方」を示します。 

【表４】数学的な見方・考え方 

（小学校学習指導要領解説 算数編及び中学校，高等学校学習指導要領解説 数学編」を整理） 

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること 

高等学校 

数学 

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え， 

論理的，統合的・発展的，体系的に考えること 

中学校 

数学 

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え， 

論理的，統合的・発展的に考えること 

小学校 

算数 

事象を，数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え， 

根拠を基に筋道を立てて考え，統合的・発展的に考えること 

今回の改訂では，統合的・発展的に考えることを重視しており，「中学校解説」及び「高等学校学習指 

導要領解説 数学編」（以下「高等学校解説」）では，以下のように示されています。 

 

 

 

 

 

また，「中学校解説」及び「高等学校解説」では，この統合的・発展的に考えることを「創造的な発展」 

と示しています。なお，これまで「審議のとりまとめ」，「算数・数学ワーキンググループ」において， 

校種別，領域別における「見方・考え方」の例が示されていますので，参考に再整理前の「見方・考え方」 

を【表５】，【表６】に示します。 

【表５】数学科における「見方・考え方」（「審議のとりまとめ」を整理） 

見方 事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え， 
数に着目する。   数で表現する。 

量に着目する。   図形に着目する。   など 

考え方 

論理的に考えたり， 
帰納的に考える。  順序よく考える。 

根拠を明らかにする。           など 

統合的（に考える。）・ 関連付ける。 既習の事項と結び付ける。  など 

発展的に考えたりする。 
適用範囲を広げる。 条件を変える。 
新たな視点から捉え直す。         など 

※下線は筆者による 

－８－ 



【表６】算数・数学科における見方・考え方の例（「算数・数学ワーキンググループ第８回参考資料２」を基に作成） 

領 

域 

校 

種 

見方（例） 

≪事象を数量や図形及びそれらの関係などに 

着目して捉え≫ 

考え方（例） 

≪論理的，統合的・発展的に考える≫ 

数 

と 

式 

小 
数量や大きさに着目する。 

構造を捉えるために場面に着目する。 

（比較可能性，数直線上の位置，計算の可能性に着目） 

具体物や図，式などを用いて考える。 

具体物や図，式の相互の関係を考える。 

数の大きさを変えて，統合的・発展的に考える。 

中 事象を数や数量に着目して捉える。 
式などに表現して形式的に処理するとともに，論理的，統

合的・発展的に考える。 

高 
事象の数量に着目したり，数の演算の可能性や式の形などに

着目したりする。 

数概念を演算法則が不変になるように拡張し，その図形的

な意味を考えたり，式を目的に応じて変形し，その式の性

質を考えたりする。 

量と 

測定 
小 

量（ものの大きさ）に着目する。 

（基になる大きさ（単位）に着目） 

比較する。（差で，倍で） 

測定する。 

図 

形 

小 

形に着目する。 

（図形の構成要素に着目 ２年～） 

（図形の構成要素の位置関係に着目 ４年～） 

（形と大きさの観点から，図形相互の関係に着目 ５年～） 

概念を形成したり性質を見いだしたりするために 

 ・相違点と類似点を考える。 

 ・論理的に考える。 

 ・形を変えて，統合的・発展的に考える。 

中 事象を「形」「大きさ」「位置関係」に着目して捉える。 
直観的に操作したり，論理的に推論したりするとともに，統

合的・発展的に考える。 

高 
事象を「形」「大きさ」「位置関係」に着目したり，図形の不変な性

質に着目したりする。 

論理的に性質を考察して説明したり，代数的な方法と図形

的な方法を対応させ，双方のよさを生かしながら考える。 

数 

量 

関 

係 

小 

関

数 

数量や図形についての事柄と，他の捉えやすい事柄と

の関係に着目する。 

（数量や図形について，それらの変化や対応の規則性に

着目） 

決まれば決まるのかどうか考える。 

特徴や傾向を見いだすために，関係を，言葉，数，式，

表，グラフを表すことを考える。 

式 
構造を捉えるために，場面の数量の関係に着目する。 

（事柄や関係，式の形に着目） 

テープ図や数直線などのモデルとの対応を考える。 

整数から小数などに拡張して発展的に考える。 

一般的に表すことを考える。 

資

料 

集団の傾向や変化の様子などを捉えるために統計的な

データに着目する。 

（グラフの概形，代表値に着目） 

目的に応じて表現するのに適切なグラフは何かを考える。 

処理した結果（グラフ，代表値）について，基の事象に当て

はめた解釈を考える。 

関 

数 

中 
事象の中にある数量の関係を見いだし，既習の関数と仮定して

捉える。 

形式的に処理し，導かれた結果を事象に照らして解釈す

ることなどから統合的・発展的に考える。 

高 事象の中にある数量の関係や対応関係に着目する。 
対応関係を式で表現し，変化の様子を捉えるとともに，関

数の性質を統合的・発展的・体系的に考える。 

資料の 

活用 
中 複雑な事象をデータ化して捉える。 

確率的・統計的に処理し，導かれた結果を事象に照らして

解釈することなどから統合的・発展的に考える。 

確率 

統計 
高 

不確定な事象をモデル化したり，データに基づいたりして捉え

る。 

割合や指標を導入して本質を表現し，将来の予測や意思

決定へとつなげる。 

 中 
具体化，抽象化，理想化，単純化，一般化，特殊化，記号化，

数量化，図形化 
帰納的，類推的，演繹的に考える。 

 
－９－ 



 

 

 １ 資質・能力を育成する学習過程の考え方 

  「中学校解説」には，数学科の資質・能力を育成する学習過程の考え方について，以下のように述べ 

られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学科における学習過程は，「現実の世界」と「数学の世界」が相互に関わり合って展開する問題発

見・解決の過程として捉えることができます。そのイメージは「答申」において【図２】のように示さ

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】算数・数学における問題発見・解決の過程（答申 別添資料４－３より抜粋） 

 

Ⅱ 数学科の学習・指導の改善・充実  「どのように学ぶか」 

今回の改訂では，数学的に考える資質・能力を育成する上で，数学的な見方・考え方を働かせた 

数学的活動を通して学習を展開することを重視することとした。 

数学的活動における問題発見・解決の過程には，主として二つの過程を考えることができる。一

つは，日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数学的に表現・処理し，問題を解決し，解決過程を

振り返り得られた結果の意味を考察する過程であり，もう一つは，数学の事象から問題を見いだ

し，数学的な推論などによって問題を解決し，解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に

考察する過程である。これら二つの過程は相互に関わり合って展開される。数学の学習過程におい

ては，これらの二つの過程を意識しつつ，生徒が目的意識をもって遂行できるようにすることが大

切である。 

※下線，太字は筆者による 
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 ２ 単元の構想と学習過程  

  「答申」には，単元等のまとまりを見通した学びの実現について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

（１）資質・能力の育成を目指した単元の構想 

単元の目標と単元の評価規準，児童生徒の実態を踏まえて指導と評価の計画（単元計画）を立て， 

その際，各時の内容とねらいを明確化した上で，二つの問題解決の過程をバランスよく計画するこ 

とが大切です。二つの問題解決の過程について「答申」を参考にして整理したものを【図３】に示 

します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【図３】数学的に問題解決する二つの過程（「答申」を参考に整理） 

 

   また，単元を通して問題発見・ 

解決の過程が相互に関わり合っ 

て展開していく中で，発展的な 

問題を発見し，解決することを 

通して，概念，見方・考え方等 

を統合的，体系的に捉えること 

が大切です。それは，類似問題 

や発展問題，他領域・他分野の 

問題，教科横断の問題の解決過 

程を通して，既得の概念，見方・ 

考え方等を活用していくことで 

汎用的な見方・考え方等の獲得 

につながっていくものです。そ 

のイメージについて【図４】の 

ように「審議のとりまとめ」に  【図４】算数・数学の問題発見・解決の広がりと汎用的な見方・考え方 

示されています。           等の獲得過程（「審議のとりまとめ」資料４より抜粋） 

 

○ 各学校の取組が，毎回の授業の改善という視点を超えて，単元や題材のまとまりの中で，指導

内容のつながりを意識しながら重点化していけるような，効果的な単元の開発や設定に関する研

究に向かうものとなるよう，単元等のまとまりを見通した学びの重要性や，評価の場面との関係

などについて，総則などを通じてわかりやすく示していくことが求められる。 

 

事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決し， 

解決過程を振り返って概念を形成したり体系化したりする過程 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日常生活や社会の事象を数理的に捉え，数 
学的に表現・処理し，問題を解決し，解決 

解程を振り返り得られた結果の意味を考察 
する，という問題解決の過程 

○数学の事象について統合的・発展的に捉え
て新たな問題を設定し，数学的に処理し，
問題を解決し，解決過程を振り返って概念

を形成したり体系化したりする，という問
題解決の過程 

≪数学的に問題解決する過程≫ 

【現実の世界】 【数学の世界】 

相互に関わり合って 

展開する 

← 二つの問題解決の過程 → 
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※下線は担当者による 



（２）資質・能力を育成する学習過程 

  数学科において育成する資質・能力は，「中学校解説」では次のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

  また，「数学的活動」は，以下のように示されています。 

 

 

 

 

 

数学科の学習過程では，先に述べた「現実の世界」と「数学の世界」が相互に関わり合いながら展開 

する問題発見・解決の過程を生徒自身が遂行すること，さらに，数学的な見方・考え方を働かせた数学 

的活動を通して学習を展開すること，が重要です。「答申」には，数学の学習過程と育成を目指す資質・ 

能力の関連について【図５】のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図５】問題発見・解決の過程と育成を目指す資質・能力（答申 別添資料４－３より抜粋） ※記号は筆者による 
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○今回の改訂では，数学の学習において「何を学ぶか」のみならず「何ができるようになるか」と 

いう観点から整理された育成を目指す資質・能力を示すこととした。 

○「数学的に考える資質・能力」とは，数学科の教科目標で示された三つの柱で整理された算数・

数学教育で育成を目指す力のことである。 

○これらの資質・能力は，数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通して，三つの柱をバラ 

ンスよく育成することが必要である。 

○数学的活動とは，事象を数理的に捉え，数学の問題を見いだし，問題を自立的，協働的に解決す 

る過程を遂行することである。これは，「生徒が目的意識をもって主体的に取り組む数学に関わ 

りのある様々な営み」であるとする従来の意味をより明確にしたものである。 ※下線は担当者による 

Ａ１ 

Ｄ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ２ 

Ｄ２ 



  この学習過程は，現行の「数学的活動」を一層明確化したものであり，この過程を通して知識・技 

能を生み出したり理解を深めたりすること，数学的に考える資質・能力を養うことが求められていま 

す。これは，問題解決の学習過程や指導方法が一定の枠に閉ざされることがないように，算数・数学 

が本来求めている問題解決の過程を再確認することが大切であることを意味しています。 

  Ａ１，Ａ２，Ｂ，Ｃ，Ｄ１，Ｄ２は，その過程において育成を目指す資質・能力の例です。資質・ 

能力は，必ずしも，その位置にのみ位置付くわけではありません。具体的な例を【図６】に示しま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６】問題解決する過程のサイクルの例と各過程における育成する資質・能力 

 

「答申」には，資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例が【表７】のように示されていま

す。 

【表７】資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例（「答申 別添資料４－１」から抜粋） 

高等学校 

数学 

中学校 

数学 

小学校 

算数 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

・問題の理解，解決の計画 

・計画の実行，結果の検討 

・解決過程や結果の振り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

・疑問や問いの発生 

・問題の設定 

・問題の理解，解決の計画 

・計画の実行，結果の検討 

・解決過程や結果の振り返り 

・新たな疑問や問い， 

推測などの発生 

・疑問や問いの気付き 

・問題の設定 

・問題の理解，解決の計画 

・解決の実行 

・解決したことの検討 

・解決過程や結果の振り返り 

・新たな疑問や問いの気付き 

 

 

 

 

 

※単位時間の展開においては，必ずしも「日常生活や社会の事象」（Ａ１）や「数学の事象」（Ａ２）から導入しなけ 

ればならない，ということではありません。 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ２ 

Ａ２ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ２ 

Ａ２ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

日常生活や 
社会の事象 

数学の事象 

B 

Ｃ Ｄ１ 

Ａ１ 

Ｄ２ 

Ａ２ 

次の学びの過程へ 
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 【表７】に示した重視すべき学習過程の例をもとに学習過程のサイクルを関連付けたイメージを【図

７】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７】算数・数学における問題発見・解決の過程のイメージ 

 

 

 

 

 

数学の授業は，問題解決の形で行われることが一般的です。改訂により示された学習過程のサイク 

 ルという点から考えると，「日常の事象」や「数学の事象」から疑問や問いが発生し，解決過程や結果 

 を振り返った後に挙げられる「新たな疑問や問い」につながり，連続して学習を展開していくことが重 

 要であることが示されました。問題を解決するための活動だけに重点を置くのではなく，生徒自身が問 

 題を発見したり，問題をさらに追究したりする活動も大切です。問題発見や問題追究はこれまでも行わ 

 れてきたことですが，より一層の意識化が求められます。そのイメージを【図８】に示します。これか 

 らは，問題を解決する力だけでなく，問題に気付き，発見する力や解き終わった後に問題を追究してい 

 く力も重要視していかなければならないということになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

疑問や問いの発生 

問題の設定 

問題の理解 

解決の計画 

計画の実行 

結果の検討 

解決過程や結果の振り返り 

新たな疑問や問い，推測などの発生 

日常生活や社会の事象 

数学的に表現した問題 

焦点化した問題 

結 果 

日常生活や社会の事象 

数学の事象 

数学の事象 

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
の
例 

学
習
過
程
の
サ
イ
ク
ル
の
例 

－12－ 「問題を解決する力」とともに「問題を発見する力」「問題を追究する力」の育成を意識する 
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 【図８】問題発見，問題解決，問題追究のイメージ 

 

しかし，毎時間，問題を主体的に発生させ，解決計画を立てて見通しをもたせ，生徒自身が解決過程を

振り返って新たな問いを生み出したり問題を追究したりすることは，現実的に困難であると考えられま

す。東京学芸大学教授の西村圭一氏は「学習指導要領改訂のポイント中学校数学」（明治図書）で次のよ

うに述べています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 したがって，単元構想においては，育成する資質・能力に基づいて内容を構成するとともに，サイクル

を連続して展開するために数学的な見方・考え方を働かせて数学的活動をどのように充実させるかが重

要なポイントとなります。 
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問題を解決する力 

問題を追究する力 

問題を発見する力 

活用・意味づけ 統合・発展／体系化 

すべての授業をそのような疑問や問いで構成することは困難だろうし，授業時数に限りがある以

上，すべての疑問や問いを取り上げることもできない。そこで重要なのが，単元や題材のまとまり

を見通した指導計画である。一回一回の授業における計画だけではなく，生徒の実情や指導の内容

に応じ，単元のどこで現実世界の問題を扱うかや，どの題材をどこまで発展させるかといった計画

や重点の置き方，換言すれば，単元全体を通していかに実現するかを計画する必要がある。 

新たに問題を発見する力 



３ 「主体的・対話的で深い学び」の実現  

  「中学校解説」には，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善について，以下のよう 

に示されています。 

 

 

 

 

 

 

  これは，「知識・技能」の習得，「思考力・判断力・表現力等」の育成，「学びに向かう力，人間性 

等」を涵養することが偏ることなく実現されるよう，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 

授業改善を行うことを意味しています。 

 

  今回の改訂では，「数学的活動のより一層の充実」が示されるとともに，生徒が数学的活動に主体

的・対話的に取り組むことができるようにし，深い学びの実現につなげることが大切であることが示さ

れました。「数学的な見方・考え方」を働かせることと「深い学び」について「中学校解説」には次の

ように示されています。 

 

 

 

 

 

 

  「答申」には，三つの視点の捉えとして，次のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

また，指導計画を作成するに当たっての配慮事項として，「中学校解説」に次のように示されてい 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の育成に向けて，数学

的活動を通して，生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際，数

学的な見方・考え方を働かせながら，日常の事象や社会の事象を数理的に捉え，数学の問題を

見いだし，問題を自立的，協働的に解決し，学習過程を振り返り，概念を形成するなどの学習

の充実を図ること。 

○ 三つの視点は，子供の学びの過程としては一体として実現されるものであり，また，それぞれ

相互に影響し合うものでもあるが，学びの本質として重要な点を異なる側面から捉えたもので

あり，授業改善の視点としてはそれぞれ固有の視点であることに留意が必要である。単元や題材

のまとまりの中で，子供たちの学びがこれら三つの視点を満たすものになっているか，それぞれ

の視点の内容と相互のバランスに配慮しながら学びの状況を把握し改善していくことが求めら

れる。 
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※下線は筆者による 

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めるに当たり，特に「深い学び」の視

点に関して，各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え方」である。各教科等の特質

に応じた物事を捉える視点や考え方である「見方・考え方」を，習得・活用・探究という学びの

過程の中で働かせることを通じて，より質の高い深い学びにつなげることが重要である。 

○ 主体的・対話的で深い学びは，必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではな

い。単元（題材）など内容や時間のまとまりの中で，例えば主体的に学習に取り組めるよう見通

しを立てたり学習したことを振り返ったりして自身の学びや変容を自覚できる場面をどこに設

定するか，対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする場面をどこに設定するか，学び

の深まりをつくり出すために，生徒が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てる

か，といった視点で授業改善を進めることが求められる。 

※下線は筆者による 

※下線は筆者による 



  三つの視点は，子供の学びの過程としては一体として実現されるものであり，授業改善の視点として 

はそれぞれ固有の視点です。その固有の視点として「答申」では，以下のように示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことは，教科・領域を越えた共通の視点です。「中学校解説」において示されている数学科に 

おける「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」を実現する学習・指導の改善・充実の視点は， 

【表９】のとおりです。また，実現に向けて目指したい生徒の姿を考え，このこともあわせて整理しま 

した。【表９】の右には，それぞれの視点の実現に必要な学習活動の例を示しました。 

 

 【表９】「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

主
体
的
な
学
び
の 

実
現
に
向
け
て 

○ 児童生徒自らが，問題の解決に向けて見通しをもち，粘り強

く取り組み，問題解決の過程を振り返り，よりよく解決したり

新たな問いを見いだしたりするなどの「主体的な学び」を実現

すること。 

対
話
的
な
学
び
の 

実
現
に
向
け
て 

○ 事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり，よりよい

考えや事柄の本質について話し合い，よりよい考えに高めたり

事柄の本質を明らかにしたりするなどの「対話的な学び」を実

現すること。 

深
い
学
び
の 

実
現
に
向
け
て 

○ 数学に関わる事象や，日常生活や社会に関わる事象につい 

て，「数学的な見方・考え方」を働かせ，数学的活動を通し 

て，新しい概念を形成したり，よりよい方法を見いだしたり 

するなど，新たな知識・技能を身に付けてそれらを統合し， 

思考，態度が変容する「深い学び」を実現すること。 

○ 数学的な表現を用いて説明する

ことで，簡潔・明瞭・的確に自分

の考えを表現できることを実感す

る活動 

○ 児童生徒１人１人の考えや表現

を教室全体で数学的に洗練するこ

とにより，客観的で合理的な説明

に高め合う活動 

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持っ

て粘り強く取組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる，「主体的な学び」が実現できてい

るか。 

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，

自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か

せながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問

題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」

が実現できているか。 

○ 児童生徒１人１人が考えをもち

その考えを受け入れ，お互いの考

えのよいところを認めながらそれ

ぞれの考えをよりよくする活動 

○ 問題解決の過程を振り返り数学

的に考えることのよさなどを見い

だす活動 

○ 新たに見いだした事柄を既習の

事柄と結び付け概念が広がった

り，深まったりしたことを実感で

きる活動 

学習活動の例 

○ 学習した内容を活用して問題を

解決し，得られた結果の意味を元

の事象や既習の知識と結び付けて

捉えなおし，知識や方法を統合

し，更に発展させる活動 
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＜目指したい生徒の姿＞ 
■興味・関心を高める   ■見通しをもつ 
■解決過程を振り返って，よりよく解決する 

■新たな問いを見いだし，次へつなげる 
■粘り強く取り組む 

＜目指したい生徒の姿＞ 
■思考を数学的表現に置き換えて説明する 

■多様な手段で説明したり，情報を収集したりする 
■協働して課題解決する  ■互いの考えを比較する 
■共に考えを創り上げる  ■先哲の考え方を手掛かりとする 

＜目指したい生徒の姿＞ 
■知識・技能を習得・活用する  ■知識や技能を概念化する 
■自分の考えを形成する     ■新たなものを創り上げる 



 このような活動については，現行の学習指導要領においても意図されており，既に各学校でも取り組ま 

れていると考えられます。今後は，このような活動を通して，児童生徒の「主体的な学び」「対話的な学

び」「深い学び」が実現できているかどうかについて確認しつつ一層の充実を求めて進めることが重要で

す。以下に「主体的・対話的で深い学び」の実現のために留意すべき事柄について整理します。 

 

 

 

 現行の学習指導要領では，教育内容に関する主な改善事項として「言語活動の充実」が示され，重視し

てきました。「答申」では，「教科等を越えたすべての学習の基盤として育まれ活用される資質・能力」の

第１項目として「言語能力の育成」と名称を改め，示されることとなりました。「答申」の中では，「文章，

及び，文章になっていない断片的な言葉，言葉が含まれる図表などの文章以外の情報を含めて『テクスト

（情報）』と記載する」と注釈が示され，これまで示されてきた「連続テキスト」や「非連続テキスト」

という表記は，算数・数学科で示されるのみとなりました。数学科には，式を始め，図や表，グラフ等の

表現を含めてそれらを言語として捉える特質があります。数学科における言語の特質を踏まえ，言語能力

を育成していくことが求められます。 

 表現することや説明することについて，「中学校解説」に中学校数学科の内容の骨子として次のように

示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このことは，問題解決の過程において，よりよい解法に洗練させていくための意見の交流や議論など対

話的な学びを適宜取り入れていくことが必要であり，その際にはあらかじめ自己の考えをもち，意識した

上で，主体的に取り組むようにし，深い学びが実現できるようにすることが大切であることを意味してい

ます。 

新学習指導要領に示されている三つの数学的活動のうち，活動ウの「数学的な表現を用いて説明し伝え

合う活動」にも関連しますが，数学的に表現すること，数学的に説明し伝え合うことについて以下に整理

します。 
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数学科における言語能力の育成 

＜数学的に表現すること＞ 

 数学的に表現することにより，一層合理的，論理的に考えを進めることができるようになったり，

より簡潔で，的確な表現に質的に高めることができたり，新たな事柄に気付いたりすることも可能

になる。また，考えたり判断したりしたことを振り返って確かめたりすることも容易になる。こう

した経験を通して，数学的な表現のもつ働きについて実感を伴って理解できるようにすることも大

切である。 

 

＜数学的に説明し伝え合うこと＞ 

 問題発見・解決の過程では，何を考え，どのように感じているのか，自分自身と向き合わなけれ

ばならない。自分自身の言葉で着想や思考を表すことにより，自分の考えを再認識することができ

る。こうして言語で表されたものは，自分の考えを見つめ直す反省的思考を生み出し，更に研ぎ澄

まされたものとなっていく。この自己内対話の過程は，他者とのコミュニケーションによって一層

促進され，考えを質的に高める可能性を広げてくれる。 

＜数学的な表現のよさについて＞ 

★式で表すこと・・・数量やその関係について一般的な表現や形式的な操作を可能にする 

★図で表すこと・・・視覚的な把握を容易にする 

★表で表すこと・・・変化の規則性を示唆する 

★グラフで表すこと・事象の変化の様子を視覚的に把握することを容易にする 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在においても，ペアやグループでの活動や学び合いと称する活動は行われています。しかしながら，

活動の目的やねらい，教師の意図などが明確ではない場合も見られます。協働的に活動することのよさは

一人では気付くことのできなかったことを見いだすところにあります。数学科においては，他者と話し合

うことで自分が考えた過程や結果，その根拠等との比較を行うことで新たな考えを知ることができたり，

議論することでお互いの考えをよりよいものに高めたりできるよさがあります。 

 主体的な学びの視点から考えると，ペアやグループで活動を行う「必要感」や「必然性」をもたせるこ

とも必要です。形式的に設定したとしてもその効果は期待できず，深い学びの実現のためには，生徒の実

態把握をもとに意図的に計画する必要があります。 

したがって，ペアやグループでの活動を有効に機能させるには，その前後の活動が意図的，計画的でな

ければなりません。そして，「個人→ペア→全体」といった流れに固執することなく柔軟に設定すること

が大切です。以下に形態についてまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 協働的に解決する場面で大切にしたいことは，「他者との協働の活動を経た後に，必ず自己に返す」と

いうことです。他者の考えとの比較を通して，自分の考えを振り返らせたいからです。 

 

＜数学的に表現する，数学的に説明し伝え合うことについて＞ 

○目的に応じて的確な数学的な表現を選択する。 

○言葉や数，式，図，表，グラフなどを活用し，相互に関連付けて説明する。 

○思考の過程や判断の根拠などを数学的に表現して説明したり，表現されたものを解釈したりする。 

○数学的な表現を用いて論理的に考察し，表現する。 

  ・帰納的，演繹的，類推的に考える。 

  ・簡潔，明瞭，的確に表現する。 

・「事実」「方法」「理由・根拠」を基に数学的に表現する。 

・他者が表現したものの解釈と比較・検討を行う。 

○数学的な見方・考え方を基に，妥当性，効率性，共通性，相互関係等について振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 
【形態】 
 
・個人で 
・ペアで 
・グループで 
・全体で 
 
 
 
 
 

個人（考えをもつ／修正・追加／よりよい考え） 

ペア 

全体 

グループ 

※必ずしも，「個人→ペア（グループ）→ 

全体」の流れで展開されるとは限らな 

い。 

※個人で解決する前に全体で行う場 

合もある。 

（全体で解決の方向性を話合った後 

に自分で見通すような場合） 

※ペア同士，グループ同士で共有，議 

論，交流することもあり得る。 

学習形態・手法の工夫 

これらの活動を通して 

★事象の本質を捉えたり，理解を深めたりするように配慮する。 

★問題解決の過程を振り返りながら，表現を自立的，協働的に修正・改善する。 

★議論の前提を明確にしながら，問題の特徴や本質を捉えるようにする。 
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 「協働的」という点から考えると，複数の生徒による活動を指しますが，対話的な学びの視点では，必

ず複数の生徒による活動とは言えないことに留意しなければなりません。対話的な学びの視点は，書籍等

をもとに，先哲の考えを手掛かりとしたり，教材や教科書と向き合い個人内で対話を行ったりする場合も

含まれます。いずれにしても，クループ活動の設定自体が目的とならないよう，深い学びにつなげるため

に意図的，計画的に場を構成していく必要があります。 

また，生徒一人一人の学習内容の確かな定着のために「教え合い」の活動を取り入れることも有効です

が，毎時間，形式的にその活動を取り入れるだけでは深い学びにはなりえません。対話的な学びの実現に

向けて，よりよい考えに高めたり，事柄の本質を明らかにしたりするためには，次のような視点から活動

を設定することも大切だと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業を展開するうえで必要な指導技術である「指導言の工夫」は，数学科においても授業の基盤として

重要な役割を担うものと考えます。以下に整理して示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒一人一人が分かるまで何度も丁寧に説明することはもちろん大切ですが，数学科においては，学習

内容を整理・確認して評価する「価値付け」がとても重要です。生徒はどんな数学的活動を通してその結

果に至ったのか，何ができるようになって，これからどんなときに何が使えそうか，という点から教師は

価値付けし，生徒に振り返らせながら次につなげるように促していきます。特に，深い学びを実現する上

で欠くことができない概念や原理・法則の理解については，事実的知識の暗記や機械的技能の訓練になら

ないよう工夫していくことが大切です。 

 

【よりよい考えに高めたり，事柄の本質を明らかにしたりするための視点】 

○妥当性・関連性・有効性等 

・なぜ，そうなるのか 

・何が不足しているのか 

・本当にそうなのか 

・どんな場合でもそうなのか 

・どんな関係があるのか 

※よりよい結論をだすために，関連・対立・矛盾する場を意図的に 
設定することも考えられる。 

※どちらかにあって，どちらかにないものを見取り，論点を明確にする 
こともよい。 

【ペア・グループ活動等に入る前に～日常的に指導しておきたいこと～】 

○あらかじめ自己の考えをもつ。 

○他者の考えを受容し，よいところを認め合うようにする。 

○他者の考えと比較し，自己の考えに追加したり，修正したりする。 

○学習内容や数学的な価値について全体で共有した後，自己へ返す。 

○自分の学びを振り返る。 

＜教師の指導言＞ 

○全員に学習する内容を共通理解させる分かりやすい「説明」 

○全員に学習活動を促す的確な「指示」 

○全員に考える視点を与える意図的な「発問」 

○生徒の理解状況を把握した上での適切な「助言」 

○学習した内容を整理・確認して評価する「価値付け」 

数学について対話する活動 

指導言（説明・指示・発問・助言・価値付け）の工夫 
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 本研究では，授業改善を行うにあたり，どのような考え方で単元や題材など内容や時間のまとまりを構

想していけばよいのかという道筋を示すことを目指して「単元構想シート」を開発しました。以下に，「単

元構想シート」を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元構想シートの活用 
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「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」については，学習指導要領に示された各学年または各科目の

「内容」を基にして記述します。「学びに向かう力，人間性等」については，学習指導要領に示された各学年ま

たは各科目の目標（３）に基づき，単元の内容に合わせて明確にします。 

【STEP１】 単元の目標 

 

 本ガイドブック pp.７-９「１（４）数学科における『見方・考え

方』」を参考に，「数学的な見方・考え方の例」を単元レベルで設定し

ます。 

 

【STEP２】 単元で働かせる「見方・考え方」の例 

 

  単元の評価規準は，１単元の目標を基に，生徒の具体の姿として

記述することで，単元の構想につなげます。 

【STEP４】 単元における評価規準 

 

 本ガイドブック p.1７「３ 主体的・対話的で深い学び」【表９】を基にして，生徒の実態に応じながら設定し

ます。これを基に単元目標の達成に向けた手立てを具体的に考え，単元の指導と評価の計画を立てます。 

この項目を独立させているのは，汎用的な内容になることを想定したためです。単元の内容を鑑み，単元の内

容や時間のまとまりを意識しながら，具体的に構想することも可能です。 

【STEP５】 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

 

  単元の目標，数学的な見方・考え方を基に設定します。「期待す

る姿」は，評価基準（B）に該当する姿として記述し，パフォーマ

ンス評価を行う際の評価規準にも役立つようにします。 

【STEP３】 単元における「学習課題」と「期待する姿」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本研究では， 
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内容や時間のまとまりを考慮し，「主体的・対話的で深い学び」の実現の手立てを，単元全体を見通した際にど

こに位置付けるとよいかを考えながら作成します。数学的な見方・考え方をどのように働かせて，どんな数学的活

動を通して深い学びを実現するか（どういうサイクルを回すか），もあわせて考える必要があります。 

 

【STEP６】 単元の指導と評価の計画 

★ 単位時間で考える際にも，生徒の学びの過

程として一体的に捉えて構想しますが，サイク

ルがしっかりと回るように授業を設計します。

（ときには複数回） 

★ 主体的な学び，対話的な学びを経た深い学

びになるように設計します。 

★ 数時間をまとまりとして考える際には，

主体的な学び，対話的な学び，深い学

びが別々のものとならないよう，生徒の

学びの過程として一体的に捉えて構想し

ます。まとまりの中で，生徒の学びが３つ

の視点を満たすものになっているか考えま

す。 

★ 主体的な学び→対話的な学び→深い

学び，の順になることが多いですが，必

ずしもその順になるとは限らないことに注

意が必要です。 

★ 指導と評価の一体化により，学習活動（授

業改善の視点の重点）と評価の観点が沿った

ものになっているか考えます。 

 

 

 

【STEP７】 評価，学習活動，授業改善
の視点の関連を考える 

授業改善の視点 

 

 
評価（観点） 学習活動 

この時間は特に「主体的な学び」を意識 

この時間は特に「対話的な学び」を意識 
 

この時間は特に「深い学び」を意識 
 

この時間は「主体的な学び」「対話的な学び」

「深い学び」のサイクルが回るように意識 
 



 

 

１ 学習評価に対する基本的な考え方 
  「答申」には，学習評価について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

  また，評価の観点や評価場面については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

  評価にあたっての留意点等として，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の踏まえ，評価に対する基本的な考えを以下の通りとします。 

・学習評価の目的は，「学習成果の把握」「教員の指導改善」「学習者の学びの推進力」とする。 

・評価の観点は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点とする。 

・単元の中に，学習・指導方法と評価の場面を適切に組み入れる。 

・評価規準は「子供たちにどういった力が身に付いたか」を子供の姿として示す。 

・バランスのとれた学習評価を行うために，多面的・多角的な評価を行うことが必要である。 

・学習活動の中に自己評価を位置付ける。 

 

 

Ⅲ 学習評価の充実         「何が身についたか」 

○ 学習評価は，学校における教育活動に関し，子供たちの学習状況を評価するものである。「子

供たちにどういった力が身に付いたか」という学習成果を的確に捉え，教員が指導の改善を図る

とともに，子供たち自身が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにする

ためには，この学習評価が極めて重要であり，教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性をもっ

た形で改善を進めることが求められる。 

 

○ 観点別評価については，目標に準拠した評価の実質化や，教科・校種を超えた共通理解に基づ

く組織的な取組を促す観点から，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む

態度」の３観点に整理することが必要である。 

○ これらの観点については，毎回の授業で全てを見取るのではなく，単元や題材を通じたまとま

りの中で，学習・指導方法と評価の場面を適切に組み立てていくことが重要である。 

○ 「主体的に学習に取り組む態度」については，学習前の診断的評価のみで判断したり，挙手の

回数やノートの取り方などの形式的な活動で評価したりするものではない。 

  学習に関する自己調整を行いながら，粘り強く知識・技能を獲得したり思考・判断・表現しよ

うとしたりしているかどうかという，意思的な側面を捉えて評価することが求められる。 

○ 資質・能力のバランスのとれた学習評価を行っていくためには，指導と評価の一体化を図る中

で，論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作等といった多様な活動に取

り組ませるパフォーマンス評価などを取り入れ，ペーパーテストの結果にとどまらない，多面

的・多角的な評価を行っていくことが必要である。 

○ 子供一人一人が，自らの学習状況やキャリア形成を見通したり，振り返ったりできるようにす

ることが重要である。そのため，子供たちが自己評価を行うことを，教科等の特質に応じて学習

活動の一つとして位置付けることが適当である。 
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２ 評価の基本構造と数学科の評価の観点 
 

  中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会は，「答申」の内容を踏まえ，新しい学習指導要領

における学習評価の在り方について議論を進め，平成 31 年１月 21 日に「児童生徒の学習評価の在り

方について（報告）」（以下「報告」という）で，学習評価の基本的な考え方や具体的な改善の方向性

については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

評価の基本構造を【図９】に示します。 

 

【図９】評価の基本構造（報告）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

○ 学習評価は，学校における教育活動に関し，児童生徒の学習状況を評価するものである。 

現在，各教科の評価については，学習状況を分析的に捉える「観点別学習状況の評価」と，こ

れらを統括的に捉える「評定」の両方について，学習指導要領に定める目標に準拠した評価とし

て実施するものとされており，観点別学習状況の評価や評定には示しきれない児童生徒一人一

人のよい点や可能性，進歩の状況については，「個人内評価」として実施するものとされている。 
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文部科学省は，平成 31年３月 29日に「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童

生徒の学習評価及び指導要録の改善等について（通知）」（以下「通知」）を通知し，算数・数学科の

評価の観点及びその趣旨について【表 10】ように整理しました。 

 

【表 10】算数・数学科における評価の観点及びその趣旨（「通知 別紙４及び５」を整理） 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

高等学校 

・数学における基本的な
概念や原理・法則を体系
的に理解している。 

・事象を数学化したり，数
学的に表現・処理したり
する技能を身に付けて
いる。 

 
 
 

数学を活用して事象を論理
的に考察する力，事象の本質
や他の事象との関係を認識し
統合的・発展的に考察する力，
数学的な表現を用いて事象を
簡潔・明瞭・的確に表現する
力を身に付けている。 
 
 
 

・数学のよさを認識し積
極的に数学を活用しよ
うとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づい
て判断したりしようと
している。 

・問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，
評価・改善しようとした
りしている。 

中学校 

・数量や図形などについ
ての基礎的な概念や原
理・法則などを理解して
いる。 

・事象を数学化したり，数
学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりす
る技能を身に付けてい
る。 

数学を活用して事象を論理
的に考察する力，数量や図形
などの性質を見いだし統合
的・発展的に考察する力，数
学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力
を身に付けている。 
 
 

数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感して粘
り強く考え，数学を生活
や学習に生かそうとした
り，問題解決の過程を振
り返って評価・改善しよ
うとしたりしている。 
 
 

小学校 

・数量や図形などについ
ての基礎的・基本的な概
念や性質などを理解し
ている。 

・日常の事象を数理的に
処理する技能を身に付
けている。 

 
 
 

日常の事象を数理的に捉
え，見通しをもち筋道を立て
て考察する力，基礎的・基本
的な数量や図形の性質などを
見いだし統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用
いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表したり目的に応じて柔軟
に表したりする力を身に付け
ている。 

数学的活動の楽しさや
数学のよさに気付き粘り
強く考えたり，学習を振
り返ってよりよく問題を
解決しようとしたり，算
数で学んだことを生活や
学習に活用しようとした
りしている。 
 
 

 

 

 

 

 

－25－ 



３ 観点別学習状況の評価の方法 
 

  「報告」では，各観点の評価及びその評価方法について，次のように述べています。 

【表 11】観点別学習状況の評価について（「報告」を整理） 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

評価 

各教科等における学習の過
程を通した知識及び技能の習
得状況について評価を行うと
ともに、それらを既有の知識
及び技能と関連付けたり活用
したりする中で、他の学習や
生活の場面でも活用できる程
度に概念等を理解したり、技
能を習得したりしているかに
ついて評価するものである。 

各教科等の知識及び技能を
活用して課題を解決する等の
ために必要な思考力、判断力、
表現力等を身に付けているか
どうかを評価するものである。 

① 知識及び技能を獲得し
たり、思考力、判断力、表
現力等を身に付けたりす
ることに向けた粘り強い
取組を行おうとする側面
と、 

② ①の粘り強い取組を行
う中で、自らの学習を調
整しようとする側面、 

 
という二つの側面を評価す
ることが求められる。 

評価方法 

ペーパーテストにおいて、
事実的な知識の習得を問う問
題と、知識の概念的な理解を
問う問題とのバランスに配慮
するなどの工夫改善を図ると
ともに、例えば、児童生徒が
文章による説明をしたり、各
教科等の内容の特質に応じ
て、観察・実験をしたり、式
やグラフで表現したりするな
ど実際に知識や技能を用いる
場面を設けるなど、多様な方
法を適切に取り入れていくこ
とが考えられる。 

ペーパーテストのみならず、
論述やレポートの作成、発表、
グループでの話合い、作品の制
作や表現等の多様な活動を取
り入れたり、それらを集めたポ
ートフォリオを活用したりす
るなど評価方法を工夫するこ
とが考えられる。 

ノートやレポート等にお
ける記述、授業中の発言、教
師による行動観察や、児童
生徒による自己評価や相互
評価等の状況を教師が評価
を行う際に考慮する材料の
一つとして用いることなど
が考えられる。その際、各教
科等の特質に応じて、児童
生徒の発達の段階や一人一
人の個性を十分に考慮しな
がら、「知識・技能」や「思
考・判断・表現」の観点の状
況を踏まえた上で、評価を
行う必要がある。 

 

  本研究では，単元に課題解決的な数学的活動を位置付け，その達成度合いをルーブリックに基づき評

価していく，パフォーマンス評価に取り組みました。ルーブリックを５段階で作成し，段階「３」が評

価基準Ｂとなるように設定しました。また，ルーブリックは生徒と共有し，生徒がより目的意識を強く

持ち，主体的に学習に取り組むことを目指しました。 

中学校数学科においては，従来のペーパーテストによる生徒の学習状況把握に加え，全国学力・学習

状況調査の活用問題の枠組みを参考に，パフォーマンス課題を作成し，評価の一材料としました。 
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１ 中学校の実践  

（１）単元構想シート 

数学科単元構想シート ※単元や題材など内容や時間のまとまりで作成する 

平行と合同 

対象学級  

生徒数  

担当者  

１ 単元の目標（何ができるようになるか） 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

○平行線や角の性質を理解すること
ができる。 

○多角形の角についての性質が見い
だせることを知る。 

○平面図形の合同の意味及び三角形
の合同条件について理解すること
ができる。 

○証明の必要性と意味及びその方法
について理解することができる。 

○基本的な平面図形の性質を見い
だし，平行線や角の性質を基に
してそれらを確かめ説明するこ
とができる。 

○様々な事象を平面図形の性質，三角形
の合同条件などでとらえたりするな
ど，数学的に考え表現することに関心
をもち，問題解決の過程を振り返って
評価・改善しようとする。 

○平面図形の基本的な性質や関係を見い
だし，問題解決に活用して粘り強く考
え，数学を学習に生かそうとする。 

２ 単元で働かせる「見方・考え方」の例 

数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察すること 

３ 単元における「学習課題」と「期待する姿」 

【単元の学習課題】 
図形の性質の調べ方を考えよう。 

【期待する姿】 
数学的な推論を図形の性質などの考察で活用し，その過程を表現することができる。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○平行線や角の性質を理解している。 
○多角形の角についての性質を見い

だせている。 
○平面図形の合同の意味及び三角形

の合同条件について理解している。 
○証明の必要性と意味及びその方法
について理解している。 

○基本的な平面図形の性質を見い
だし，平行線や角の性質を基に
してそれらを確かめている。ま
た、それらを説明している。 

○様々な事象を平面図形の性質，三角形
の合同条件などでとらえたりするな
ど，数学的に考え表現することに関心
をもち，問題解決の過程を振り返って
評価・改善している。 

○平面図形の基本的な性質や関係を見い
だし，問題解決に活用して粘り強く考
え，数学を学習に生かしている。 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて（数学科における授業改善の視点） 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

○既習事項の想起から図形の性質に迫
り，根拠をもち筋道立てて説明するこ
とへの見通しをもたせるようにする。   

○問題解決のための方法を既習事項に
帰着して考えさせ，見通しをもたせる
ようにする。           

○問題を解決した後，条件を一部変える
など新たな問いを見いだし，次へつな
げるようにする。         

○これまで学んできた条件や性質，扱っ
てきた様々な図形を想起させたり，証
明の筋道を構造図としておおまかに
示したりすることで，証明の進め方に
ついて見通しをもたせるようにする。    

○見いだした平行線の性質や図形の
性質が正しいかどうかの根拠を互
いに比較・検討する場を設定する。 

○得られた結果の意味や根拠につい
て協働的に思考し，説明する場を設
定する。 

○多様な方法で問題を解決し，お互い
に考えを比較，共有する場を設定す
る。 

○論理の不備や間違いのある証明問
題に取り組ませ，論理的な証明にな
るよう協働で創り上げる場を設定
する。 

○数学的な表現を用いて自分の考え
を表現する場を設定する。     

○新しく学んだことを既習の知識
と結び付けて捉え直す場を設定
する。 

○習得した知識・技能を活用して問
題を解決する場を設定する。 

○日常事象や社会事象から立式し
て問題解決する学習過程と証明
の進め方について関連付け，学び
方を学ばせる。 

 

Ⅳ 実践事例 
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５ 単元の指導と評価の計画（全 13時間） 

時
間 

学習 
内容 

【評価の観点】 
評価規準 

［評価方法］ 

学習課題（■）と主な学習活動（◎） 
※学習活動を複数記述した場合，重点（◎），それ以外（○） 

１ 

平行線や

角の性質 

(３時間) 

【主体的に学習に取り組む態度】 

平行線や角の性質に関心をもち，角の大

きさを求めたり，直線の位置関係を表した

りしようとしている。 

［発言，観察，学習シート，振り返りの記

述内容］ 

 

■「平行と合同の学習の見通しをもとう」 

◎ 小学校で学習した合同な図形の敷き詰めを想起し，

直線の位置関係に着目して，２直線が交わってできる

角や２直線に１つの直線が交わってできる角につい

て捉え直す活動を通して単元の見通しをもつ。 

 
２ 

【思考・判断・表現】 

対頂角が等しいことを，根拠を明らかに

して筋道を立てて説明している。 

［発言，観察，学習シート，振り返りの記述 

内容］ 

■「直線が交わってできる角について調べよう」 

◎ ２直線が交わってできる角に着目し，対頂角は等し

いことの根拠を協働的に考える活動を通して，等式の

性質をもとに簡潔に表現する。 

３ 

【思考・判断・表現】 

２直線が平行であることと錯角が等しい

ことの関係を，対頂角，同位角の性質を利用

して演繹的に導いている。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

 

■「同位角や錯角はどんなときに等しくなるか調べよ

う」 

◎ 平行線と同位角，対頂角に着目し，平行線と錯角の

関係を見いだす活動を通して，根拠を明らかにして演

繹的に考え，その過程を表現する。 

4 

多角形の

角について

の性質 

(４時間) 

  

【知識・技能】 

「三角形の内角の和は 180°である」こと

を，帰納的な方法で示すことと演繹的な方

法で示すことの違いを理解している。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

■「三角形の角の性質を説明しよう」 

◎ 三角形の角の性質を，平行線の性質を使って演繹的

に説明する活動を通して，帰納的に導いたことと演繹

的に導いたことの違いをまとめる。 

５ 

【主体的に学習に取り組む態度】 

多角形の角についての性質に関心をもち

既習のことに帰着させて多角形の内角の和

を考えようとしている。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

【思考・判断・表現】 

多角形の内角の和の求め方を考え，それ

が正しいことを既習事項に帰着させて論理

的に説明している。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

■「多角形の内角の和を調べよう」 

○ 多角形の内角に着目し，三角形，四角形，五角形な

どの内角の和について調べ，多角形の内角の和を求め

る式 180×(n-2)を帰納的に導く。 

◎ 多角形の内角の和を求める式について，正しいか，

n-2 は何を意味しているか，について協働的に考え，

証明の根拠を明らかにする。 

○ 多角形を三角形に分割する他の方法に取り組み，そ

の過程を簡潔に表現する。 

６ 

【思考・判断・表現】 

多角形の外角の和を予想し，それが正し

いことを既習事項に帰着させて考えている。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

 

 

■「多角形の外角の和を調べよう」 

◎ 多角形の外角に着目し，内角と外角の和＝180°で

あることやｎ角形の内角の和＝180×(ｎ－2)である

ことを基に，予想したｎ角形の外角の和が 360°であ

ることが正しいことを協働的に解決する。 
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７ 

 

【主体的に学習に取り組む態度】 

角の大きさを求めることに関心をもち，

図形の性質を利用して求めようとしている。 

［発言，学習シート，振り返りの記述内容］ 

【思考・判断・表現】 

角の大きさの求め方を補助線や根拠とな

る図形の性質を明らかにして説明している。 

［発言，学習シート，振り返りの記述内容］ 

 

 

■「角の大きさを求める方法を考えよう」 

◎ ２直線が交わってできる角に着目し，平行線や角，

図形の性質を根拠にして多様な方法で解決する。多様

な方法を比較し，根拠として用いている性質の共通点

や補助線の引き方などの相違点について話し合う。 

○ 点Ｐの位置を変えたり，１本の直線の位置を変えた

り（平行でない）して新たな問いを見いだし，多様な

解決方法をもとに自ら判断し，解決する。 

○ 問題をさらに発展させ，これまでの方法が使えるか

どうかを考え，問題の構造を統合的に捉える。 

８ 

合同の意

味と三角

形の合同

条件 

(３時間) 

【知識・技能】 

二つの三角形が合同であることや，辺や

角の関係などを，記号を用いて表したり，そ

の意味を読み取ったりすることができる。  

合同な三角形の対応する辺の長さや角の

大きさを求めることができる。 

［発言，学習シート，振り返りの記述内容］ 

 

■「合同な図形の表し方について知ろう」 

◎ １学年で学習した図形の移動の「移動前」と「移動

後」の２つの図形の位置に着目し，直線の位置関係，

対応する辺や角の相等関係などに基づいて考察し，合

同について捉え直す。 

 

９ 

【知識・技能】 

三角形の合同条件の意味を理解する。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

 

 

 

■「二つの三角形が合同になる条件を調べよう」 

◎ 対応する辺や角に着目し，三角形の決定条件を基

に，対応する辺や角の６組のうちどれを調べれば合同

であるかを考える活動を通して，合同条件の意味を理

解する。 

10 

【思考・判断・表現】 

三角形の合同条件を用いて，二つの三角

形が合同であるかどうかや角を移す作図，

角を二等分する作図などが正しいかどうか

考えている。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

■「合同な三角形を見つけよう」 

◎ 角の二等分線の作図について，補助線を引くことに 

よって２つの合同な三角形ができることを調べる活

動を通して，図形の合同と作図方法を結び付けて捉え

直す。 

11 

証明の必

要性と意

味及び方

法 

(２時間) 

【主体的に学習に取り組む態度】 
証明することに関心をもち，その意味を

考えたり，証明の方法について考えたりし
ようとしている。 
［評発言，観察，学習シート，振り返りの記 

述内容］ 

■「証明の進め方を理解しよう」 

◎ 平行線の性質である「ＡならばＢである」という表  

現や前時での角の二等分線の学習を想起し，証明を進

めることに対して関心をもつ。 

12 

【思考・判断・表現】 

仮定など根拠となる事柄を明らかにし，

筋道立てて結論を導くにはどうすればよい

かを考えている。 

［学習シート，振り返りの記述内容］ 

 

 

 

 

■「証明の進め方を理解しよう」 

○ これまでに学んできた条件や性質について，証明の 

根拠としてよく使われているものをまとめたり，仮定

から結論を導く過程の筋道について考えたりして，証

明を進めることに対して見通しをもつ。 

◎ 簡単な証明問題に取り組み，不備のあるものや間違

っているものについて指摘し合う。 

○ 形式的な書き方よりも，論理的に証明されているか

どうかに着目し，証明の進め方の全体を知る。 

13 基本の問題／章の問題（パフォーマンス課題／振り返り） 

－29－ 



（２）授業実践にあたって 

■単元を通して，根拠を明確にして表現すること，数学的表現を用いて説明することを重点と 

し，思考を自分がこれまでに得た数学的な表現に置き換えて伝えることを生徒と共有する。 

■図形の基本的な性質を示す際には，系統性が分かるようにし，何に着目したのか，どんな考 

え方をもとに何から導き出されたのかを振り返ることができるようにする。 

 

（３）授業の実際と生徒の振り返り 
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【第１時】 合同な図形の敷き詰めから図形の性質に迫り，生徒の興味・関心を高める。 

】 

【第２時】 対頂角が等しいことを，根拠を明らかにして，数学的な表現を用いて説明する。 

★対頂角について，「Ａ＝Ｂか

つＢ＝ＣならばＡ＝Ｃであ

る。」という推論を用いて，

数学的表現でまとめた。 
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【第３時】 平行線における錯角が直観的に等しいことを認めたうえで，それが正しいことを， 
平行線と同位角，対頂角に着目して演繹的に説明する。 

 

【第４時】 帰納的に導いてきた三角形の内角の和について，平行線の性質を根拠に演繹的に
説明する。 

 
 

★推論（Ａ＝ＢかつＢ＝ＣならばＡ＝Ｃ）とそ

の根拠（性質）を同時に用いて表現する活動

を行った。 

★既習事項である平行線の性質を根拠と

して演繹的に説明する活動を行った。 

↓既に結果（内角の和 180 度）が分かっ

ていることに対して理由を問うことの

難しさ 



 

 

 

 

過程 学 習 活 動  ３つの視点との関連 

 １ 三角形の内角の和が 180 度であることの根 

拠を確かめる。 

 

２ 問題を把握し，学習課題を設定する。 

 

 

 

３ 多角形の内角の和を自力解決する。 

 

４ 多角形の内角の和を三角形に分割すること 

によって求めることができることを共有する。 

 

５ 数学的表現で一般化を図る。 

 

 

 

６ 多角形の内角を求める式について（ｎ－２に 

ついて）考察する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 多角形の内角の和を求める問題について，多 

角形を三角形に分割する他の方法に取り組み，

その解決過程を表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 学習内容，解決過程を振り返り，全体で確認 

する。 

 

９ 記述による個人の振り返りをする。 

 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

【まとめ】ｎ角形の内角の和＝１８０×（ｎ－２） 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

問
題
の
設
定 

A2 

Ｂ 

Ｃ 

D2 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

【学習課題】多角形の内角の和を調べよう 

－32－ 

【実践内容】深い学び 

多角形を三角形に分割する他の方法に取り組

み，その過程を表現する。 

【第５時】 多角形の内角の和の求め方について，辺の数，分割した三角形の数に着目し，三角形
の内角の和が１８０度であることをもとに説明する。 

★ｎ角形の内角の和を求める式は，直観的にかつ帰納的に導くことができると思われる。得られた結果につ 
いて考察する時間，根拠を明らかにして説明する時間を保障するため，展開後半に重点を置いて実践した。 

【実践内容】主体的な学び 

多角形の内角の和を求める式がありそう

だという見通しを持たせ，帰納的に導く。 

【実践内容】対話的な学び 

式は正しいか，n-2 は何を意味しているか

について話し合い，根拠を明らかにする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←多角形をｎ角形として説明した例 
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※五角形を例に説明したものを含む 
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【第６時】 既習事項であるｎ角形の内角の和をもとに，ｎ角形の外角の和が３６０度であるこ
とを論理的に説明する。 



 

 

 

 

過程 学 習 活 動  ３つの視点との関連 

 １ 問題を把握し，学習課題を設定する。 

 

 

 

２ 結果について見通し，角Ｐの大きさにはきま 

りがあることを直観的に認めさせる。 

 

３ これまで学んだ図形の性質 

を想起し，方法を見通す。 

 

４ 自力解決する。 

 

５ 根拠を明確にして説明し合う。 

 

 

 

 

 

６ 多様な求め方を共有する。 

 

 

 

 

 

７ 点Ｐを動点として移動させ，求め方について 

考察する。 

 

 

 

 

 

８ 角Ｐは角Ａと角Ｂをたした大きさであるこ 

とを帰納的に導き，ＩＣＴを活用して確認す 

る。 

９ さらに発展させて考える。 

 

 

 

 

 

 

10 評価問題を解き，記述による個人の振り返り 

をする。 

 

解
決
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や
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【学習課題】角の大きさを求める方法を考えよう。 

【実践内容】対話的な学び 

多様な手段で解決し，説明する 

互いの考えを比較する 

【実践内容】主体的な学び 

新たな問いを見いだし，次へつなげる 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

【実践内容】深い学び 

得られた結果をもとにさらに発展させる 

【第７時】 求める角の大きさを直観的に捉え，根拠となる図形の性質を明らかにして解決し，多
様な考えを共有し，問題を発展させて問いをつなぐ。 

★交わった２直線でできた角の大きさについて，交点を動点として捉えさせることで発展的に新たな問いを 
生み出すようにし，問題発見・解決の過程を複数回にわたって展開できるようにした。 
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【第８時】 平行移動，回転移動，対称移動と結び付けて合同の意味を捉え直す。 

【第９時】 対応する辺や角に着目し，三角形の決定条
件を基に合同な三角形を調べる活動を通
して，合同条件の意味を理解する。 

【第 10時】 合同条件を用いて二つの三角形が合同であるかどうかを考え，それをもとに角の
二等分線の作図方法と結びつけて捉え直し，数学的に表現する。 

↑１学年で学習した移動と結

び付けて捉え直したと思わ

れる記述。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 11 時】 仮定と結論の意味を知り，これまでに学んだ図形の性質を振り返り，根拠を

意識しながら証明を進めることに関心をもつ。 

【第 12時】 仮定から結論を導くために示すことがらや根拠として使える条件や性質につ

いてまとめ，証明の進め方について考える。 
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 （４）パフォーマンス課題とルーブリック 
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－39－ 

※評価（ルーブリック），課題

とともに生徒へ提示した。  

※挙げた正答例に評価の順はないものとした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜生徒の解答例＞ 
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＜単元の振り返り＞ 

＜思考が見える生徒の書き込み＞ 



２ 高等学校の実践 

 高等学校の実践①   ※実践授業は，岩泉高等学校 稲田 翔吾 教諭にお願いした。 

（１）単元構想シート 

数学科単元構想シート ※単元や題材など内容や時間のまとまりで作成する 

２次関数の最大・最小 

対象学級  

生徒数  

担当者  

１ 単元の目標（何ができるようになるか）  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

・２次関数の最大値・最小値とその求め方

について理解することができる。 

・２次関数のグラフや式を用いて，２次関

数の最大値・最小値を求めることができ

る。 

・２次関数の値の変化の様子について，グラ

フを用いて考察し表現したり，その過程を

振り返ったりすることを通して，関数的な

見方や考え方を身につけることができる。 

・２次関数の値の変化に関心をもち，

具体的な事象の考察に２次関数の最

大・最小を活用しようとする。 

２ 単元で働かせる「見方・考え方」の例 

事象を，関数の値の変化に着目して２次関数として捉え，グラフを活用して定義域や軸の位置を考慮しながら，適切に場合分けを

して最大値・最小値を求める方法を考察する。 

３ 単元における「学習課題」と「期待する姿」 

【単元の学習課題】 

・２次関数のグラフを利用して，関数の値の変化を考察し，関数の最大値・最小値を求めよう。 

【期待する姿】 

・２次関数のグラフを活用し，文字係数を含んだ関数や区間に文字を含むときに，適切に場合分けをして論理的に考察しながら関数 

の最大値・最小値を求めることができる。 

・２次関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識し，それらを日常の具体的な事象の考察に活用できる。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

・２次関数の最大値・最小値とその求め方

を理解している。 

・２次関数のグラフや式を用いて，２次関

数の最大値・最小値を正しく求めてい

る。 

・２次関数の値の変化の様子について，グラ

フを用いて考察し表現したり，その過程を

振り返ったりすることを通して，関数的な

見方や考え方を身につけている。 

・２次関数の値の変化に関心をもち，

具体的な事象の考察に２次関数の最

大・最小を活用しようとしている。 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて（数学科における授業改善の視点） 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

○学習課題を把握し，解決への見通しをも

たせる。 

○日常生活や社会の事象からの動機づけや

方向付けに留意し，生徒が興味をもつよ

うに留意する。 

○学習内容，活動に応じた振り返りの場面

を設定する。 

○生徒同士の協働や教員との対話を手掛かり

に考察し，自己の考えを広げ深めさせる。 

○よりよい考えに高めたり，事柄の本質を明

らかにしたりできるように留意する。 

○｢数学的な見方・考え方｣を働かせ,

学習課題に対して様々な視点から捉

え考察させる。 

○既習の知識を相互に関連付けて知識

を再構築させる。 

－42－ 

    

    

－ 



 

５ 単元の指導と評価の計画（全５時間） 

時間 
学習 

内容 

 【評価の観点】 

評価規準 

［評価方法］ 

学習課題（■）と主な学習活動（◎） 
※学習活動を複数記述した場合，重点（◎），それ以外（○） 

1 
２次関数の

最大・最小 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 パフォーマンス課題に興味を持ち，

意欲的に解決しようとし予想してい

る。 

［観察，発言］ 

【知識・技能】 

１次関数との違いを理解し，平方

完成して，グラフを利用して最大値・

最小値を求めている。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「２次関数の最大値・最小値を求めよう」 

◎パフォーマンス課題を提示し，予想する。 

○最大・最小の概念を再確認し，２次関数のグラフを利用す 

ることで，最大値・最小値を求める。 

2 

２次関数の

定義域と最

大・最小 

【知識・技能】 

 放物線の軸と定義域の位置関係を

しっかり把握してグラフを書き，最大

値・最小値を求めている。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「定義域に制限がある場合の最大値・最小値を求めよう」 

◎定義域に制限がある場合でも，２次関数のグラフを利用 

することで，視覚的に最大値・最小値を求める。 

3 

２次関数の

定義域と最

大・最小 

【知識・技能】 

 定義域と軸の位置関係の重要性を

理解し，簡易的なグラフを利用して，

最大値・最小値を求め，文字定数を

決定している。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「関数の式に文字定数を含む場合の最大･最小を求めよう」 

◎文字定数を含む場合は確定したグラフが書けない。その 

 場合でも，定義域と軸の位置に関係に注意して簡易的な 

 グラフにより視覚的に最大値・最小値を捉える。 

4 

２次関数の

定義域と最

大・最小 

【思考・判断・表現】 

 定義域と軸の位置関係から，場合

分けの必要性を理解し，最大値・最

小値を求めるために，場合分けをし

たグラフを利用して考察している。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「定義域が動く場合の最大値・最小値について考えよう」 

◎定義域と軸の位置関係によって場合分けの必要性を確 

認し，最大値・最小値を求めるための適切な場合分けを 

考察する。 

5 
最大・最小

の応用 

【思考・判断・表現】 

 文字を用いて立式し，定義域を意

識しながら２次関数のグラフを利用し

て，最大値・最小値を求める。また，

どういうときに最大・最小となるか考察

している。 

［パフォーマンス評価，振り返りの記

述内容］ 

■「最大・最小の応用問題を考えよう」 

○面積の最大・最小値に関する問題について，自ら２次関 

数を立式し，定義域を設定して解を求め，その解のもつ 

意味について考察する。 

◎パフォーマンス課題に取り組む。 
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【実践内容】主体的な学び 
既習事項と関連付けながら，解決に向

けて具体的に予想する。 

Ｂ 

D2 

（２）授業の実際 

（第１時） 

過程 学 習 活 動  ３つの視点との関連 

 １ 問題を全体構造的に把握する。 

 

・排水力のある雨どいを作るためには金属板 

をどう折ればよいか考える。 

・パフォーマンス課題を確認する。 

 

 

 

 

 ２ 見通しをもつ。 

 

 ・実際に厚紙を折ることで結果を予測する。 

 ・第５時に実施するパフォーマンス課題の結 

果と比較するために予想を記述しておく。 

 

３ 学習課題を設定する。 

 

 

・既習事項をもとに最大，最小の概念を確認 

する。 

 ・２次関数のグラフの有用性について認識す 

る。 

 

 ４ 個人で解決する。 

 

・一般形に対しては，平方完成をして頂点や軸

を求め，グラフを利用して最大値，最小値を

求める。 

 

５ 集団で比較・検討する。 

 

 ・グループ内で解決結果，方法を伝え合う。 

 ・どんな考えを利用したのかを話し合う。 

 ・妥当性や関連性，有効性について考える。 

 

 

 ６ 解決過程を振り返る。 

(1) 評価問題に取り組む。 

   ・定着，適応問題に取り組む。 

 

(2) 本時の振り返りを記述する。 

   ・解決過程を振り返り，評価改善を図る。 

 

 

計
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の
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【実践内容】対話的な学び 
解決結果，方法及び考え方を説明し合

い，比較検討する。 

A1 

Ｃ 

【実践内容】主体的な学び 
日常生活の中から数学的に解決する場

面を提示することで，意欲が高まる。 

【学習課題】２次関数の最大値・最小値を求めよう。  
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（３）単元の生徒の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り】 

みんなとでｘにするところ

に違いがあったけど，どうい

う式がでてきたのかがしっか

りと押さえられたのでよかっ

たです。 

【生徒の振り返り】 

身近にあるものを数学につな

げて考えてみることで，今やって

いる変域のグラフの意味を理解

することができた。 

【生徒の振り返り】 

日常では数学なんか使わないと思っていたけ

ど身近なところに数学があって驚いた。これか

らも身近な数学を探していきたい。 

日常生活からの事象の数学化 

問題の理解と解決の見通し 

解決過程の振り返り 

【生徒の振り返り】 

解くことができて驚いた。数学の実用性を感じた。 

【生徒の振り返り】 

１：２：１で折れば，断面積は最も大きくなるん

じゃないかなと思いました。 

【生徒の振り返り】 

数学的考えを持ちながら考えることができたし，少しヒントをもらって自分で考えながら

式をつくり，平方完成，そしてグラフを書くという段階まで進めることができたのでよかっ

たです。これからは最初から最後まで自分で考え答えを出せるようにがんばりたいです。 

【生徒の振り返り】 

平方完成が雨どいを作るときなど様々な

ときに使えることを知り，便利だと思いま

した。平方完成の理解度も雨どいを求める

ときに深まったので良かったです。 

【生徒の振り返り】 

普段の生活の中で数学

的考えで見て自分で式を

立てて答えを出せるよう

にして，普段の生活に役立

てていきたいです。 

【生徒の振り返り】 

もっと雨どいの面積を増やす方法がないか確

かめてみたい。 
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（４）パフォーマンス課題とルーブリック 
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 高等学校の実践②  ※実践授業は，岩泉高等学校 稲田 翔吾 教諭にお願いした。 

（１）単元構想シート 

数学科単元構想シート ※単元や題材など内容や時間のまとまりで作成する 

正弦定理と余弦定理の応用 

対象学級  

生徒数  

担当者  

１ 単元の目標（何ができるようになるか）  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

・正弦定理や余弦定理を含めた，辺の長

さや角の大きさの求め方について理解

することができる。 

・正弦定理や余弦定理等の様々な方法を

用いて，辺の長さや角の大きさを求め

ることができる。 

・与えられた条件や求めたいものに応じ

て，三角比を用いて考察することがで

きる。 

・図や式で事象を表現し，どの考えが活

用できるか判断し，数学的な見方や考

え方を身に付けることができる。 

・三角比の考え方に関心をもち，具体的

な事象の考察に三角比を活用しようと

する。 

２ 単元で働かせる「見方・考え方」の例 

事象の中にある既知の条件に着目して図形を捉え，正弦定理や余弦定理，三角比の定義を適切に用いて距離や角の大きさを論理的

に求める方法を考察する。 

３ 単元における「学習課題」と「期待する姿」 

【単元の学習課題】 

・正弦定理や余弦定理等の三角比の考えを利用し，辺の長さや角の大きさを求めよう。 

【期待する姿】 

・与えられた条件に応じて，正弦定理や余弦定理等を適切に用いて辺の長さや角の大きさを求めることができる。 

・三角比の考えを用いて距離を求めることの有用性を認識し，それらを日常の具体的な事象の考察に活用できる。また，自分の考え 

を論理的に相手に説明することができる。 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正弦定理や余弦定理を含めた，辺の長

さや角の大きさの求め方について理解

している。 

・正弦定理や余弦定理等の様々な方法を

用いて，辺の長さや角の大きさを求め

てる。 

・与えられた条件や求めたいものに応じ

て，三角比を用いて考察している。 

・図や式で事象を表現し，どの考えが活

用できるか判断し，数学的な見方や考

え方を身に付けている。 

・三角比の考え方に関心をもち，具体的

な事象の考察に三角比を活用しようと

している。 

 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて（数学科における授業改善の視点） 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

○学習課題を把握し，解決への見通しを

持たせる。 

○日常生活や社会の事象からの動機づけ

や方向づけに留意し，生徒が興味を持

つように留意する。 

○学習内容，活動に応じた振り返りの場

面を設定する。 

○生徒同士の協働や教員との対話を手掛

かりに考察し，自己の考えを広げ深め

させる。 

○よりよい考えに高めたり，事柄の本質

を明らかにしたりできるように留意す

る。 

○「数学的な見方・考え方」を働かせ，

学習課題に対して様々な視点から捉え

考察させる。 

○既習の知識を相互に関連づけて知識を

再構築させる。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全７時間） 

時間 
学習 

内容 

 【評価の観点】 

評価規準 

［評価方法］ 

学習課題（■）と主な学習活動（◎） 
※学習活動を複数記述した場合，重点（◎），それ以外（○） 

1 正弦定理 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 パフォーマンス課題に興味を持ち，

意欲的に解決しようとしている。正弦

定理が成り立つことを理解し，興味を

持ち，調べようとしている。 

［振り返りの記述内容］ 

■「正弦定理が成り立つことを理解しよう」 

○パフォーマンス課題に興味をもつ。 

◎自分で円とそれに内接する三角形をかき，正弦定理が成り 

立つことを確認する。 

2 正弦定理 

【知識・技能】 

 正弦定理について理解し，辺の長さ

や角の大きさを求めている。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「正弦定理を用いて辺の長さや角の大きさを求めよう」 

◎正弦定理を利用し，辺の長さや角の大きさを求める。正弦 

定理が使える条件について理解する。 

3 余弦定理 

【知識・技能】 

 余弦定理について理解し，それを用

いて辺の長さを求めている。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「余弦定理を用いて辺の長さを求めよう」 

◎余弦定理を利用し，辺の長さを求める。余弦定理が使える 

条件について理解する。 

4 余弦定理 

【知識・技能】 

 余弦定理について理解し，それを用

いて角の大きさを求めている。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「余弦定理を用いて角の大きさを求めよう」 

◎余弦定理を利用し，角の大きさを求める。余弦定理が使え 

る条件について理解する。 

5 
三角形の

面積 

【知識・技能】 

 三角形の面積の公式を理解し，そ

れを利用している。 

［小テスト］ 

【思考・判断・表現】 

余弦定理を活用し，３辺の長さから面

積が求められる理由を考察している。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「三角形の面積を求めよう」 

◎三角比を利用して，三角形の面積を求める。 

○角度が与えられていなくても，余弦定理を用いて面積を求 

める方法を考察する。 

6 
空間図形

への応用 

【思考・判断・表現】 

 空間図形において，距離や面積を

求めるために，空間図形から平面図

形を切り取って考察している。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「空間図形において，距離や面積を求めよう」 

◎距離や面積を求めるために空間図形に含まれる三角形に 

着目して考察する。平面図形に切り取って考えることで，同 

様に辺の長さや面積が求められることを考察する。 

7 

正弦定理と

余弦定理

の応用 

【思考・判断・表現】 

 正弦定理や余弦定理，三角比の定

義等を適切に用いて考察し，グルー

プ活動において，自分の考えを論理

的に相手に説明している。 

［パフォーマンス評価，振り返りの記

述内容］ 

■「正弦定理や余弦定理を活用して，距離を求めよう」 

○与えられた条件から適切な定理や考え方を利用して，距離 

を求める方法を考察する。 

◎パフォーマンス課題に取り組み，グループ内で説明する。 
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D1 

（２）授業の実際 

 （第７時） 

過程 学 習 活 動  ３つの視点との関連 

 １ 問題を全体構造的に把握する。 

 

・ジャイアンのホームランの飛距離を与えら 

れた条件から測定できるかを考える。 

・パフォーマンス課題（グループによって与え 

られる条件が異なる問題）を確認する。 

  ※グループ（４人×５）については教師側で指示 

 

 

 ２ 問題を把握し，学習課題を設定する。 

 

 ・既習内容を想起し，問題解決の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 ３ 個人で解決する。 

 

・与えられた条件に基づいて，三角比の考え方

や正弦定理，余弦定理などを使い分け，距離

を求める。 

 

４ 集団で比較・検討する。 

 

 ・グループ内で解決結果，方法を伝え合う。 

 ・どんな考えを利用したのかを話し合う。 

 ・妥当性や関連性，有効性について考える。 

 

 

 ５ 解決過程を振り返る。 

 

・既存の各グループから１名ずつが集まり，新 

たなグループを作る（５人×４）。 

※１グループに５種類それぞれの解答方法が集まる 

・それぞれ自分が解いた問題について，根拠を 

明らかにしてグループ内で解き方や考え方 

を説明する。 

・それぞれの説明を聞き，グループ内で相互評 

価する。 

 

６ 数学的価値についてまとめる。 

 

 ・解決過程を振り返り，正確性や簡素性，効率 

性について，それぞれ解答方法のメリットや 

デメリットについてグループ内で話し合い， 

各自で考察してまとめる。 

 ・振り返りを記述する。 

 

 

 

【学習課題】 ジャイアンのホームランの飛距離を測定しよう。 

 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 

【実践内容】主体的な学び 
日常生活の中から数学的に解決する場

面を提示することで，意欲が高まる。 

【実践内容】深い学び② 
各問題の与えられた条件を整理し，解

決過程や考え方の根拠を理解し，それぞ
れの解き方，実際の場面でのメリット・
デメリットを考察する。 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

問
題
の
設
定 

【実践内容】対話的な学び 
解決過程や考え方を説明し合い，比較

検討する。 

A1 

Ｂ 

Ｃ 

【実践内容】深い学び① 
自分の解いた問題の解決過程や考え

方の根拠を明らかにして，グループ内
の生徒に詳しく説明する。 
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（３）単元の生徒の振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り】 

今回の学習で思ったことは，正弦定理や余弦定理を使う

場面，どの辺はどこの式に入るかは，図を書いて見極める

必要があると思いました。 

【生徒の振り返り】 

今回の学習で，いろいろな求め方が出来ることを知りました。いつも，簡単そうな方法で求めてしまうので，も

っと視野を広げていきたいです。説明してみて，どうしてそうなるのか？と聞かれたときによく考えたら自分でも

理解しきれていない部分があったので，答えだけでなく，答えを導くまでの過程を大切にしていきたいです。 

【生徒の振り返り】 

説明をしてみて，自分は

理解していても教えるの

は難しいと思いました。 

【生徒の振り返り】 

全てのやり方において，測らなけれ

ばならないところが多くあったので，

どれも勝手がいいとは言えないと思う

ので，もっと効率がいい方法はないの

かが疑問に思ったので考えてみたい。 

【生徒の振り返り】 

４つの説明を聞いて，みんな分か

りやすく説明していました。今回の

授業で，各計算方法のメリットとデ

メリットを見付けることが出来た。 

日常生活からの事象の数学化 

グループでの比較・検討 
（協働で解決） 

解決過程の振り返り 

【生徒の振り返り】 

Ｄグループは一番スムーズに求めることが

出来るけど，本当に相似かどうかを求めるの

が大変だし，平行かどうかを求めるのもかな

り大変なのがデメリット。 

【生徒の振り返り】 

Ａグループのが必要な

情報量が少なく簡単な

計算で求められるため

実際に測るとしたらＡ

グループの考え方が良

いと思う。 

【生徒の振り返り】 

説明するとなると，うまく言葉が出てこなかったので，普

段から説明するということをしていきたいと思いました。 

【生徒の振り返り】 

日常と結び付けて考えてみると，三角

形で考える場面が多いんだなと思った。 
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（４）パフォーマンス課題とルーブリック 
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正弦定理の利用 

三角比の利用 

三角形を２つに分けて三角比の利用 

相似な図形の利用 

余弦定理の利用 

各グループのパフォーマンス課題の問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａグループ（三角比の利用）の解答 

Ｄグループ（相似な図形の利用）の解答 

Ｅグループ（三角形を２つに分けて三角比の利用）の解答 

Ｃグループ（余弦定理の利用）の解答 

Ｂグループ（正弦定理の利用）の解答 
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【生徒の説明】 

・図から底辺と高さ，直角 

以外の一つの角度が分 

かっているからタンジ 

ェントを利用する。 

・三角比を利用して，タン 

ジェントの値は三角比 

から求められる。 

【生徒の説明】 

・向かい合う辺と角が 

分かっているので正 

弦定理を利用する。 

【生徒の説明】 

・２辺とその間の角 

が分かっているの 

で，余弦定理を利 

用する。 

【生徒の説明】 

・三角形を２つの直 

角三角形に分け 

て，タンジェント 

を利用する。 

・三角形を塀で分断 

して，タンジェン 

トを用いて計算し 

て結果を足す。 

【生徒の説明】 

・平行な直線だか 

ら，相似な図形 

なので比の計算 

を利用する。 

・相似だから比を 

使って計算する。 



※テスト時に欠席者２名 

 選択数 正答数 正答率％ 

A 三角比の利用 ６ ６ 100 

B 正弦定理の利用 ８ ７ 87.5 

C 余弦定理の利用 ２ １ 50 

D 相似な図形の利用 17 17 100 

E 三角比の利用 ３ ３ 100 

合計 36 34 94.4 

 

事後評価テスト 事後評価テストの結果 

（５）事後評価テスト 

   後日，深い学びによって思考力・判断力・表現力等が身についたか確認するため，生徒に以下の問

題に取り組ませた。パフォーマンス課題で取り組んだ５つの解法から，２つの解法を各自自由に選択

させた。 
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 高等学校の実践③   

（１）単元構想シート 

数学科単元構想シート ＊単元や題材など内容や時間のまとまりで作成する 

２次関数とグラフ 
対象学級  

生徒数  

担当者  

１ 単元の目標（何ができるようになるか）  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

・関数についての基本的な概念を理解

することができる。 

・２次関数の値の変化やグラフの特徴

について理解することができる。 

・２次関数の式とグラフとの関係につ

いて，コンピュータなどの情報機器

を用いてグラフをかくなどして多

面的に考察することができる。 

・関数のよさを認識し活用しようと

する。 

・２次関数のグラフの特徴に関心を

もち，それらを２次関数の考察に活

用しようとする。 

２ 単元で働かせる「見方・考え方」の例 

２次関数の式の形とグラフの平行移動との関係に着目し，原理・法則を考える。 

２次関数の各係数とグラフの位置関係に着目し，係数の変化とグラフの変化を関連付けて考察する。 

３ 単元における「学習課題」と「期待する姿」 

【単元の学習課題】 

２次関数のグラフの特徴に関心をもち，式とグラフの関係を考察して，平行移動を意識しながらグラフをかこう。 

【期待する姿】 

２次関数のよさを認識し，式の形に着目して，その必要性を認識しながら平方完成するなどして，平行移動を意識し

ながらグラフを正確にかくことができる。 

４ 単元の評価規準  

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力等 

・関数についての基本的な概念や２次

関数の値の変化，グラフの特徴につ

いて理解している。 

・２次関数の式とグラフとの関係につ

いて，コンピュータなどの情報機器

を用いてグラフをかくなどして多

面的に考察している。 

・関数のよさを認識し活用しようと

している。 

・２次関数のグラフの特徴に関心を

もち，それらを２次関数の考察に活

用しようとしている。 

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて（各教科における授業改善の視点） 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

・学習課題を把握し，解決への見通し

をもたせる。 

・日常生活や社会の事象からの動機づ

けや方向づけに留意し，生徒が興味

を持つように留意する。 

・学習内容，活動に応じた振り返りの

場面を設定する。 

・生徒同士の協働や教員との対話を

手掛かりに考察し，自己の考えを広

げ深めさせる。 

・よりよい考えに高めたり，事柄の本

質を明らかしたりできるように留

意する。 

・「数学的な見方・考え方」を働かせ，

学習課題に対して様々な視点から

捉え考察させる。 

・既習の知識を相互に関連づけて知

識を再構築させる。 
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５ 単元の指導と評価の計画（全７時間） 

時間 学習内容 
【評価の観点】 

評価規準 
［評価方法］ 

学習課題（■）と主な学習活動（◎） 
※学習活動を複数記述した場合，重点(◎)，それ以外

(○) 

１ 関数 

【知識・技能】 

関数についての理解している。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「『関数って何？』を説明できるようにしよう」 

◎関数の意味を理解し，関数の値について求めたり，

関数の式を求めたりする。 

２ 

関数のグラフ 

関数の最大

値・最小値 

【知識・技能】 

 グラフの意味を理解し，関数の値域

や最大値・最小値を求めることができ

る。 

［ノートの記述内容］ 

■「関数の最大値・最小値を求めよう」 

◎１次関数のグラフを例に，グラフの意味を考察し，

値域を求めたり，関数の最大値，最小値を求めたり

する。 

３ y=ax2のグラフ 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 パフォーマンス課題に興味をもち，

意欲的に考察しようとしている。 

［観察，発言］ 

【知識・技能】 

２次関数のグラフの性質について

理解し，y=ax2のグラフをかいている。 

［ノートの記述内容］ 

■「y=ax2のグラフの性質を理解しよう」 

◎パフォーマンス課題に興味をもち，意欲的に考察

する。 

○既習事項を復習しながら，x2の係数の値によるグラ

フの変化や対称性について理解し，グラフをかく。 

４ 

y=ax2+qのグ

ラフ 

y=a(x-p)2のグ

ラフ 

【思考・判断・表現】 

 式の形とグラフの平行移動との関

係について考察している。 

［ノート，振り返りの記述内容］ 

■「y=ax2+q や y=a(x-p)2のグラフを考察しよう」 

◎y=ax2+q や y=a(x-p)2のグラフを考察し，式の形と

グラフの平行移動との関係について理解する。 

５ 

y=a(x-p)2+q

のグラフ 

y=ax2+bx+c の

グラフ 

（２時間） 

【知識・技能】 

式の形とグラフの平行移動との関

係を活用し，２次式の平方完成の式変

形ができる。 

 

［小テスト］ 

■「y=a(x-p)2+qのグラフをかこう」 

◎y=a(x-p)2+qのグラフを考察し，式の形とグラフの

平行移動との関係を活用しながら，頂点の座標や

軸の方程式を求め，グラフをかく。 

○平方完成による式変形の仕方を理解し，見通しを

もつ。 

６ 

【思考・判断・表現】 

 平方完成を利用して，y=a(x-p)2+q

の形に変形する必要性を考察してい

る。 

 各係数の値の変化とグラフの関係

を考察している。 

［小テスト，振り返りの記述内容］ 

■「y=ax2+bx+c のグラフの書き方を考察しよう」 

◎平方完成を利用することで，前時の内容を利用で

きることに気づき，頂点の座標や軸の方程式を求

めるなど，グラフを書く手順を考察する。 

○各係数の値の変化とグラフの関係を考察する。 

７ 

グラフの平行

移動・対称移

動 

【思考・判断・表現】 

グラフの平行移動と対称移動の概

念を考察している。 

［パフォーマンス評価，振り返りの記述内

容］ 

■「平行移動と対称移動の概念を理解しよう」 

◎平行移動や対称移動の概念を理解し，y=a(x-p)2+q

の式の形から平行移動について考察する。 

○パフォーマンス課題に取り組む。 
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（２）授業の実際 

 （第１時） 

【数学科】学習指導案（略案） 

１ 単元名：２次関数とグラフ 関数 

２ 本時 

(1)本時の目標 

・関数の意味について理解を深める。【知識及び技

能】 

 

(3)展開 

(2)評価規準（B） 

・関数の意味を理解し，関数の値を求めたり，関数の式

を求めたりしている。【知識・技能】 

段階 
学習内容 

学習活動 

指導

形態 
指導（支援）上の留意点 

評価【観点】 

評価方法 

導入 

10分 

関数についての定義を

確認する。 

個人 

ペア 

・既習事項を生徒と確認しながら，ＰＣを利用して，

関数のイメージ化を図る。 

・関数についての定義を確認し，定義を板書する。 

・ 

 

観察，発言 

展開 

30分 

例１，例２を考える。 

１次関数と２次関数の

一般型についてまとめ

る。 

ｙ＝ｆ(ｘ)の標記につ

いて確認する。 

例３を考える 

 

練習１に取り組む。 

 

 

例４を考え，定義域，値

域について既習内容とつ

なげる。 

定義域・値域について

考える。 

 

個人 

 

 

 

個人 

 

 

 

個人 

 

ペア 

個人 

ペア 

 

個人 

 

ペア 

・具体例を示しながら，１次関数と２次関数の用語

の確認をし，ｘの係数の違いに着目させる。 

・ａ，ｂ，ｃはそれぞれ定数であることやａ≠０の意

味ついても確認する。 

・例を示し，ｙが何の関数であるかを押さえさせる。 

・ｙ＝ｆ(ｘ)の有用性を意識させる。 

・代入する値が１次式等の場合は，塊として捉えさ

せ，（ ）の扱いについても確認する。 

・式変形をして代入している生徒がいた場合は，紹

介する。いない場合は説明を加える。 

・ペアで確認する。(4)のみ解説。 

・ｙをｘの式で表すときは，必ず定義域についても

考えることを定着させる。また，値域についても確認

する。 

・ｙ＝ｘ，ｙ＝１／ｘについての定義域，値域につい

て考えた後，ペアで意見交換する。 

・生徒を指名し，どのように考えたか，その思考過程

についても確認する。 

観察，発言 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

 

観察 

 

 

発言 

 

 

 

終末 

10分 

関数について理解した

ことを説明し合い，振り

返りシートを記入する。 

パフォーマンス課題の

説明を聞き，この単元で

学習する内容のポイント

をつかむ。 

ペア 

個人 

・ペアでじゃんけんし，勝った生徒がもう一方に関

数について説明させる。 

・確認テストを兼ねた振り返りシートを記入させ，

本時の内容の理解度を確認する。 

・ＰＣを利用して，日常生活に関連した事象が２次

関数のグラフと一致することを確認し，パフォーマ

ンス課題の内容をつかむ。 

観察 

小テスト 

振り返り記述の内容 

学習課題 ： 「関数って何？」 を説明できるようにしよう！ 
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【参考資料】生徒の学習過程と資質・能力及び授業改善のポイント（筆者作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事象の数量等に着目して数学的な問題を見いだす力 
・事象の特徴を捉えて数学的な表現を用いて表現する
力（事象を数学化する力） 

・数学的な問題の本質を見いだす力（洞察力） 

・数学的な問題を解決するための見通しを立てる力（構想
力） 

★見通しを立てる 
・既習内容の想起，結果の予想，方法の予想 

★課題を設定する 

・目的に応じて数・式，図，表，グラフなどを活用し，一
定の手順にしたがって数学的に処理する力 

・数学的な見方・考え方を基に，的確・かつ能率的に処理
する力 

・論理的に推論する力 

★解決する（個人思考） 
 (1) 帰納 (2) 演繹 (3) 類推 

★課題解決について比較・検討する（協働思考） 
 (1) 妥当性（正しい筋道）  

(2) 関連性（考えの共通性） 

(3) 有効性（考えのよさ） 

・得られた結果を元の事象に戻してその意味を考える力 
・様々な事象に活用する力 

★数学的価値について一般化し，まとめる。 
 (1) 正確性 (2) 簡潔性 (3) 効率性 

★解決過程を振り返る 
 (1) 定着・適用問題（発展・統合問題）に取り組む。 
 (2) 学習内容を振り返り，共通点や相違点などについ

て比較・検討する。 
 (3) 解決過程を振り返り，評価・改善を図る。 

○生徒が疑問を見いだせるよう事象の提示を工夫し，動機付けを図る。１問とは限らない。 
・既習事項と関連し，生かせるもの 

・知的好奇心を誘発するもの 
・数学的に価値があるもの 
・解決方法の多様性や発展性のあるもの 

○事象の数量等に着目し，解決に必要な要素を抽出して系統化・構造化を図る。 

○関連する既習事項を想起し，結果と方法について，可能

な限り自分で見通す。 

 ・実態に応じて既習事項を提示したり，その活用を促した

りする発問や示唆を行う。 

 ・既習事項との共通点から見通す。 

○学習内容を焦点化し，既習事項との相違点をもとに課題
を設定する。 

○解決の方法や内容について工夫する。 

 ・数・式，図，表，グラフなどを活用し，相互に関係づけ
る。（方法） 

 ・数学的な見方・考え方を基に，妥当性，効率性，共通

性，相互関係について振り返る。（内容） 
○考えを発表し合い，練り合わせ，数学的価値を見つける。 
・関連・対立・矛盾する場を意図的に設定し，よりよい結

論をだす。 
・どちらかにあって，どちらかにないものを見取り，論点を
明確にする。 

○複数の問題に取り組み，共通性や相違点から一般化に
導く。 

○数学的な見方・考え方を基に，正確性，簡潔性，効率性

について整理・確認し，表現する。 

○数学的価値について，言葉や記号等を用いるなどして，

数学的な表現でまとめを行う。 

○定着・適用，（発展・統合）問題を通して学んだことに対す

る補充と深化を図り，成就感，達成感を与え，主体的な学

びへの意欲をさらに高める。 

○既習事項との関連付けを行うことで知識体系化を図り，他

事象への活用を考える。 

○解決過程を振り返り，見方や考え方のよさに気付いたり，

新たな問いを見つけたりして，次時につなげる。 

・数学の事象から問題を見いだす力 
・事象の特徴を捉え，数学化する力 
・得られた結果を基に拡張・一般化する力 

★問題を発見し，全体構造的に把握する 

・数学的な見方・考え方のよさを見いだす力 

・得られた結果を基に批判的に検討し，体系的に組み立て
ていく力 

・見いだした事柄を既習の知識と結びつけ，概念を広げた

り深めたりする力 
・統合的・発展的に考える力 

疑
問
や
問
い
の
発
生 

問
題
の
設
定 

数学的に表現した問題 

問
題
の
理
解 

解
決
の
計
画 

焦点化した問題 

計
画
の
実
行 

結
果
の
検
討 

日常生活や社会の事象 数学の事象 

解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り 

新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な
ど
の
発
生 

結 果 

日常生活や社会の事象 数学の事象 
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  本ガイドブック（改訂版）は，新しい学習指導要領の考え方について理解していただくとともに，今

後の授業実践が生徒にとっても教員にとっても有意義なものになるよう活用いただけたら幸いです。 

今後も公的機関等から発信される情報を積極的に取り入れ，様々な方々よりご意見をお聞きしなが

ら，中・高等学校の先生方が，日常の授業づくりの参考にできるような内容に改訂していきたいと考え

ております。 

 

  研究推進にあたり，岩手県立岩泉高等学校及び北上市立北上中学校には，平成 28 年度から 29 年の

２年間にわたり研究担当者による授業実践の機会を与えていただきましたこと，研究・実践協力いただ

きましたことに深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
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 なお，総合教育センターにおいては，次の者がガイドブックの作成に携わった。 
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鈴 木   裕  岩手県立総合教育センター教科領域教育担当主任研修指導主事 

東海林 泰 史  岩手県立総合教育センター教科領域教育担当主任研修指導主事 

  平成 29年度 
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佐 藤   真  岩手県立総合教育センター教科領域教育担当研修指導主事 
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資質・能力の「三つの柱」を総合的に育む授業づくりガイドブック 
中学校・高等学校 数学科編 

研究協力校 

研究協力員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【様式】単元構想シート 

数学科単元構想シート ※単元や題材など内容や時間のまとまりで作成する 

 

対象学級  

生徒数  

担当者  

１ 単元の目標（何ができるようになるか） 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

 
  

２ 単元で働かせる「見方・考え方」の例 

 
 

３ 単元における「学習課題」と「期待する姿」 

【単元の学習課題】 
 
 

【期待する姿】 
 
 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 
  

 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて（数学科における授業改善の視点） 

主体的な学び 対話的な学び 深い学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      



５ 単元の指導と評価の計画（全  時間） 

時
間 

学習 
内容 

【評価の観点】 
評価規準 

［評価方法］ 

学習課題（■）と主な学習活動（◎） 
※学習活動を複数記述した場合，重点（◎），それ以外（○） 

１  

【    】 

 

 

 

〔    〕 

 

■ 

 

 

◎ 

 

 

 ２  

【    】 

 

 

 

〔    〕 

 

■ 

 

 

◎ 

 

 

３  

【    】 

 

 

 

〔    〕 

 

■ 

 

 

◎ 

 

 

４  

【    】 

 

 

 

〔    〕 

 

■ 

 

 

◎ 

 

 

５  

【    】 

 

 

 

〔    〕 

 

■ 

 

 

◎ 

 

 

６  

【    】 

 

 

 

〔    〕 

 

■ 

 

 

◎ 

 

 

７  

【    】 

 

 

 

〔    〕 
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◎ 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


